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１ 単元の指導と評価の計画表（中学校第３学年国語科）

論理の展開 時数 光村図書単元名

１ 「生き物として生きる」中村桂子 ５ P.140～P.145教材名

２ 説得力のある文章を書こう 意見を主張する ５ P.146～P.150

３ 文法の広場② コミュニケーション １ P.151

４ 漢字⑤ 反対の意味の熟語・似た意味の熟語 １ P.152～P.153

本単元での重点領域 「読むこと」
指導と評価の計画

【読むこと－イ】

文章の論理の展開の仕方，場面や登場人物の設定の仕方をとらえ，内容の理

解に役立てること学習指導要領の

【読むこと－ウ】内容(指導事項)

文章を読み比べるなどして，構成や展開，表現の仕方について評価すること

【読むこと－エ】

文章を読んで人間，社会，自然などについて考え，自分の意見をもつこと

論理展開をとらえ，筆者の主張の根拠を読み取る【読イ】

文章を比較して読むことをとおして，教材文の論理展開と主張を評価する単元の目標 【読ウ】

根拠を明確にして意見交流し，教材文の理解と自分の考えを深める【読エ】

国語への関心・意欲・態度 「読むこと」の能力（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項を含む）評価の観点

説明的文章を理解 文章の論理の展開の仕方を的確にとらえ，内容【読イ】

する学習や比較して を理解している

読む学習，考えを表 文章を読み比べ，構成や展開，表現の仕方など単元の評価規準 【読ウ】

現する学習に興味関 を評価している

心をもって取り組ん 文章を読んで，人間，社会，自然などについて【読エ】

でいる 考え，自分の意見を表現している

本単元における「三つの学習」

既習事項を用いて読む学習 比較して読む学習 考えを表現し交流する学習

１ 「生き物として生きる」 １ 「生き物として生きる」 １ 「生き物として生きる」

・説明的文章を解釈するた ・ 生き物として生きる」 ・既習事項を用いて読み取った「

【 】めの方法をこれまでの学 と「生き物はつながりの ことの確認をする 読イ

習を踏まえて想起し，想 中に」を比較しながら読 ・比較して読む学習での考えの

【 】起した事項を用いて読む むことで，構成や論の展 交流をする 読エ

読イ ２ 説得力のある文章を書こう【 】 開の仕方，主張について

評価する ・意見文を書く学習において，２ 説得力のある文章を書こう 読ウ【 】

・お互いの意見文を，主教 お互いの意見文の評価や意見２ 説得力のある文章を書こう

【 】材で学んだ構成などを想 ・お互いの意見文を比較し 交換をする 読イ・エ

起しながら読む て読み，よさや改善点に【 】読イ

【 】ついて評価する 読ウ
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２ 試案に基づく単元指導計画

三つの学習
次 時 学習目標 主な学習活動 比 較 交 流 具体の評価規準(読むこと)既習事項を

学習 学習用いる学習

一 １ ・説明的文章を読むために

必要な項目を最低一つは「生き物として生きる」 中村桂子

想起でき，挙げられたも

（ ）・説明文を読むため ・説明的文章を読むた のをノート 学習シート

の手だてを理解する めの必要項目を確認 に整理して書くことで，

する 確認している

２ ・想起した手だてを ・前時に想起した内容 ・前時に想起した内容を用

・ 用いて，教材文を を用いながら，教材 いて，教材文の構成など

３ 読み取る 文を分析し，構成や を分析して読み取り，そ

論の展開(内容)，筆 れぞれの内容を学習シー

者の主張をとらえる トにまとめている

・まとめたことを交流して

確認し，理解したことの

確認や修正ができている

二 ４ ・構成や展開，主張 ・副教材と教材文の形 ・主教材と副教材をを比較

を他の文章と比較 式を比較することで し，展開の妥当性につい，

することで，教材 主張を導くための論 て考え，根拠を基に説明

文を評価する の展開の妥当性を考 している

える ・交流をとおして自分の考

えを述べるとともに，比

較からとらえた効果的な

主張の述べ方について，

学習シートにまとめている

三 ５ ・教材文を要約する ・教材文を要約するために

とともに，筆者の ・教材文の内容を要約 主張や根拠などの項目を

主張に対する自分 し相互評価し合う 選び，原稿用紙一枚程度

の考えをもつ の長さにまとめて書いて

いる

・筆者の主張に対する ・筆者の主張に対する自分

自分の考えをもち， の考えを，根拠を基に述

意見交流する べ交流している

四 ６ ・前時を想起しながら意見

文の書き方をまとめると説得力のある文章を書こう 意見を主張する

ともに，これまでの学習

・主張，構成，根拠 ・前時までの学習内容 を生かして例文を分析し

など，意見文の書 を想起する て発表している

，き方について確認 ・教材の例文を用いて

し理解する 意見文の書き方を理

解してまとめる

五 ７ ・テーマを見つけ構 ・意見文のテーマを決 ・主教材に関連したテーマ

・ 成を工夫しながら め構成などを検討する や社会生活，学校生活な

８ 意見文を書く ・構成や論の展開など どからテーマを選び，こ，

・ 今までの学習を生か れまで学習してきた内容

９ して意見文を書く を生かしながら，構成や

論の展開を工夫して，原

稿用紙三枚程度の意見文

を書いている

六 10 ・交流をとおして， ・お互いの意見文を読 ・お互いの意見文を読み合

お互いの意見文を み，評価し合う い，構成や論理展開をと

評価し，修正する ・自分の意見文を見直 らえ，よさや改善点を指

し修正する 摘している

・交流で指摘を受けたこと

を参考に，自分の意見文

を修正している
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３ 実践において修正した単元指導計画
三つの学習

次 時 学習目標 主な学習活動 比較 交流 具体の評価規準(読むこと)既習事項を

学習 学習用いる学習

一 １ ・説明的文章を読むために
・ 必要な項目を最低一つは「生き物として生きる」 中村桂子

想起でき，挙げられたも２
（ ）・説明文を読むため ・説明的文章を読むた のをノート 学習シート

の手だてを理解する めの必要項目を確認 に整理して書くことで，
する 確認している

・想起した手だてを ・前時に想起した内容 ・前時に想起した内容を用３
用いて，教材文を を用いながら，教材 いて，教材文の構成など
読み取る 文を分析し，構成や を分析して読み取り，そ

論の展開(内容)，筆 れぞれの内容を学習シー
者の主張をとらえる トにまとめている

４ ・序論の範囲 内容 ・学習シートを使い， ・個人学習，全体確認をと， ，
表現の特徴につい 序論の範囲や内容な おして序論の内容を読み
て理解する どをとらえ，本論や 取り，学習シート問題１

結論の学習に生かせ の部分を記入している
るようにする

５ ・本論の構成と内容 ・グループ学習をとお ・グループ学習，全体確認，
筆者の主張を理解 して本論の構成や内 をとおして本論と結論の
する 容，筆者の主張をま 内容を読み取り，学習シ

とめ 「生き物として ート問題２，問題３の部，
生きる」の内容を理 分を記入している
解する

二 ・構成や展開，主張 ・副教材と教材文の形 ・主教材と副教材をを比較６
を他の文章と比較 式を比較することで し，展開の妥当性につい，
することで，教材 主張を導くための論 て考え，根拠を基に説明
文を評価する の展開の妥当性を考 している

える ・交流をとおして自分の考
えを述べるとともに，比
較からとらえた効果的な
主張の述べ方について，
学習シートにまとめている

三 ・教材文を要約する ・教材文の内容を要約 ・教材文を要約するために７
とともに，筆者の し評価し合う 主張や根拠などの項目を・
主張に対する自分 ・筆者の主張に対する 選び，原稿用紙一枚程度８
の考えをもつ 自分の考えをもつ の長さにまとめて書いて

いる
・筆者の主張に対する自分
の考えを，根拠を基に述
べ交流している

四 ・前時を想起しながら意見９
文の書き方をまとめると説得力のある文章を書こう 意見を主張する
ともに，これまでの学習

・主張，構成，根拠 ・前時までの学習内容 を生かして例文を分析し
など，意見文の書 を想起する て発表している

，き方について確認 ・教材の例文を用いて
し理解する 意見文の書き方を理

解してまとめる
五 ・テーマを見つけ構 ・意見文のテーマを決 ・主教材に関連したテーマ10

成を工夫しながら め構成などを検討する や社会生活，学校生活な・
意見文を書く ・構成や論の展開など どからテーマを選び，こ11 ，

今までの学習を生か れまで学習してきた内容・
して意見文を書く を生かしながら，構成や12

論の展開を工夫して，原
稿用紙三枚程度の意見文
を書いている

六 ・交流をとおして， ・お互いの意見文を読 ・お互いの意見文を読み合13
お互いの意見文を み，評価し合う い，構成や論理展開をと
評価し，修正する ・自分の意見文を見直 らえ，良さや改善点を指

し修正する 摘している
・交流で指摘を受けたこと
を参考に，自分の意見文
を修正している

想
起
し
た
手
だ
て

を
用
い
て
の
読
み

取
り

副
教
材
の
分
析

要約の

判断

例
文
の
分
析

様
式
の
活
用

様
式
の
判
断

主
教
材
と
副
教
材

教
材
と
他
者

自
分
と
他
者

意見

交流

自
分
と
他
者

比
較
内
容
の
確
認
と
評
価

相
互
評
価

説
明
的
文
章
読
解

の
手
だ
て
の
想
起

想
起
し
た
手
だ
て
を

用
い
て
の
読
み
取
り

想
起
し
た
手
だ
て
を

用
い
て
の
読
み
取
り

考

え

の

交

流



- 4 -補助資料

４ 「生き物として生きる」の授業展開案
主教材「生き物として生きる」の指導展開案（第一次・第１時）
（１）目 標

・説明的文章を読むための手だてを，これまでの学習の中から想起して確認し，次時の学習で
使えるように理解する

（２）展 開
主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

１ 学習に入る前の準備とし ・ワークなどを使って予習をさ
て，範読を聞きながら読め せたり，教え合いなどで解決
ない漢字語句や意味の分か させたりするなど，あまり時
らない字を確認する 間をかけないようにする

２ 読めない漢字語句と意味 ・教科リーダーに辞書を準備さ
の分からない漢字を調べる せておく

導 ３ 「生き物として生きる」 ・範読を聞かせて後，音読へ
入 を音読する ・形式段落に番号を付けさせて

おく
20
分 ４ 「生き物として生きる」 ・説明的な文章に含まれる文章

がどのような文章の種類で の種類については挙げること
あるかを考え，本時の課題 ができないことが予想される
を確認して，学習の見通しを ため，文章の種類については
持つ 指導が必要であり，含まれる

要素についても指導が必要で
あるが，ここでは文章の種類
（論説文であること）につい
て簡単に触れ，詳しい要素は
後で補足する

説明的文章を読んで理解するためには，どのような点に気を付けて読んでいけばよか
っただろうか

５ これまでの説明的文章の ・個の作業とし，机間巡視をし【既習事項を用いる】
学習を想起し，説明的文章 ・１年生時から３年生時の ながら達成状況をつかむ

〔評価〕を読むための必要項目をノ メディア社会を生きる「 」
ートに書き出す までで学習してきた内容 Ａ 予想される反応のうち

から，思い付くものを挙 ５つ以上をノートに書い
げさせる ている

Ｂ 予想される反応のうち
６ 発表し 全体で確認して 三つは想起してノートに， ， 〈予想される反応〉

展 項目の特徴や役割を再確認 ・序論，本論，結論など， 書いている
する 構成がどうなっているか 《手だて》

開 予想される反応のうち
・問題提起は何か どこか 最低一つは想起し，発表（ ）

25 ・筆者の主張は何か（どこ で挙げられたものをノー
分 か） トに整理して書く

・要点を押さえながら読む ・提示だけで終わらず，それぞ
，・重要語句は何か れの項目の意味を確認したり

・文頭の表現や接続詞 どのように判断するのかにつ
・文末の表現 いて触れるようにする
～だ（断定）

７ 他者の発表から，自分が ～だろう ～らしい 推量 ・想起したものと，出来なかっ， （ ）
挙げられなかったものを付 ・形式段落に分ける たものを分けて書くことで気
け加えてノートに書く ・意味段落に分ける 付きを促す

・小見出しを付ける
・中心文を探す

終 ８ 次時の学習内容を確認する ・想起したものを振り返り，Ｇ
末 アップシートに取り組むこと
５ を伝える
分
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主教材「生き物として生きる」の指導展開案（第一次・第２時）

（１）目 標

・想起した内容を具体的に使えるようにし 「生き物として生きる」の学習で使えるようにする，

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

１ 前時に発表した想起事項 ・前時に想起した事項をまとめ，【既習事項を想起する】

を振り返る ・前時に想起した内容を振 紙板書として提示する

導 り返る ・各学級で想起したものを提示

入 するなど，他の学級の発表内

15 容も参考にさせる

分 ・なぜなのか，どのように判断

するかを発表させる

説明的文章の読み方を使いながら，問題を解いてみよう

【既習事項を用いる】

２ 挙げられた項目を使いな ・事実と意見，考察の書き ・Ｇアップシートは 「二年国，

がらＧアップシートを解 分けはどのようになって 語読３」を使用する

き，確認する いるか ・解答に対して，なぜそのよう

に判断したかを発表させる

展 ・答え合わせ後に，挙げられた

開 項目を用いて構成や展開，文

末など問題文を分析し，学習

25 の進め方のモデルとする

〔評価Ｂ〕分

・Ｇアップシートの問題が

解ける

《手だて》

・間違った部分を全体確認

の場で修正させる

（Ａ→分析までしている）

３ 自己評価をする ・以下の点について自己評価さ

せる

① 説明的文章を読んで理解

するためにはどのような点

に気を付けて読めばよいか

が解ったか

終 ② 実際にそれを使って読め

末 そうであるか

10 ③ 理解があやふやで不安な

分 部分

・不安な部分は発表させて確認

する

４ 次時の確認をする ・本時で確認したことを用いて

「 」各自で 生き物として生きる

を読んで理解し，説明しても

らうことを伝える
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主教材「生き物として生きる」の指導展開案（第一次・第３時）

（１）目 標

・前時で想起した項目を用いながら 「生き物として生きる」を読んで，構成や筆者の主張，主，

張を導くための材料などについて分析し，文章を理解する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

１ 本時の課題を確認して，学 ・文章の理解について，２時間

導 習の見通しをもつ で行うことを伝え，本時は個

入 人の作業であり内容の確認は

10 次の時間であることを伝える

分 「生き物として生きる」を前の時間に確認した項目を用いて読み，内容や展開がどの

ようになっているかを分析しよう（読みとり前編）

２ 全体で「生き物として生

きる」を音読する

３ 教師の提示した質問に対 ・生徒の実態として，このよう【既習事項を用いる】

する答えを考えるための分 ・前時に確認した項目を使 な分析の仕方に慣れていない

析であることを理解する い，教材文を分析する ことが挙げられるため，何に

・分析の観点（項目）を整 ついて答えればよいのかや分

理して示す 析の観点を提示する

４ 前時までに確認した説明 ・学習シートは，質問に答える

的文章を読み取るための視 ための作業シートである〈 〉前時を踏まえた分析の観点

点を確認し，学習シートの ① 話題提示と結論（筆者 ・学習シートの記述の仕方につ

項目に沿って「生き物とし の主張）は何か いても説明する（形式段落を

て生きる」を分析する ② 筆者の主張の根拠は何 要約していくのではないこと

か など）

［学習シートの基本構想］ ③ 結論（筆者の主張）を ・表現の特徴（説明のために工

話題提示 導き出すためにどのよう 夫していることや，まとまり

な説明をしているか（論 がどのようにつながっている（内容・キーワード・

の内容） のか ，表現意図（なぜその意図） ）

結論（筆者の主張） ④ 内容相互の関係はどの 内容をもってきているのかや

に至るまでの説明の ようになっているか（構 なぜそのように書いているの

過程がどのようにな 成と構造） か，ねらいは何か）などの，

っているか ⑤ 重要語句とその意味 記入の仕方や考え方について

⑥ 筆者の表現意図 は説明する必要がある（内容・キーワード・

意図）

新学習指導要領での第２学年と結論 筆者の主張・根拠（ ）

の差違展

［第２学年］開

イ 文章全体と部分の関係，例

示や描写の効果，登場人物の35

言動の意味などを考え，内容分



- 7 -補助資料

の理解に役立てること

↓

［第３学年］

イ 文章の論理の展開の仕方，

場面や登場人物の設定の仕方

をとらえ，内容の理解に役立

てること

， ，・第３学年では 上記を踏まえ

書き手の論理展開についての

意図をとらえさせ，内容を理

解させることが求められるた

め，表現意図について考えさ

せる

〔評価〕

Ａ 項目のすべてを書き込

むことができができ，根

拠もメモしている

Ｂ まとまりを分けること

ができると共にその内容

が要約でき，キーワード

や例示について書いてい

る

《手だて》

・学習シートの書き方を

再度説明する

・主張の位置とまとまり

を分けるためのヒント

を与える

・あくまでも自分の考えで読み

取らせることを主として，教

えすぎないように留意する

終 ５ 自己評価をする

末

５ ６ 次時の展開を確認する ・本時は分析中心であり，正し

分 いかどうかを全体で確認する

ことを伝える
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主教材「生き物として生きる」の指導展開案（第一次・第４時）

（１）目 標

・序論の範囲，内容，表現の特徴について理解する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

１ 本時の課題を確認する ・序論の部分を用いて，構成の

導 とらえ方や内容のまとめ方，

入 表現の特徴，キーワードのと

５ らえ方を理解させ，本論と結

分 論部分を読み取る際に，参考

にさせる

学習シート問題１を使い，序論の部分をまとめよう

２ 序論の範囲を確認する ・個人で考える時間を取る【既習事項を用いる】

・段落の初め，段落の終わ ・理由を付けて発表させる

３ 序論の内容をまとめ，学 りに着目する ・少しでも自分の考えをもつこ

習シートに記入する ・接続詞に着目する とができたあたりで確認する

・段落相互の関係に着目する

４ キーワードとその意味を ・文末表現に着目する ・ 便利」という言葉が本来の「

展 学習シートに記入する ・意味が述べられている言 意味ではなく，筆者が定義し

開 葉に着目する ていることに気付かせる

40

分 ５ 表現の特徴について考え ・表現の特徴について説明する

学習シートにまとめる ・気付いた部分を発表させる

〔評価〕

Ａ 学習シート問題１の内

容をすべて記入し，表現

の特徴を二つ以上挙げて

いる

Ｂ 学習シート問題１の内

容をすべて記入している

《手だて》

一斉指導で記入させる

終 ６ 自己評価

末

５ ７ 次時の予告 ・本論と結論について，班内で

分 考えを交流することを伝える

実態により展開案の内容を変更し

た授業
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主教材「生き物として生きる」の指導展開案（第一次・第５時）

（１）目 標

・本論の構成と内容，筆者の主張を理解する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

導 １ 本時の課題を確認する ・学習シート問題２と３につい

入 て取り組むことを伝える

５ 本論の構成と内容，結論をまとめ，筆者の伝えたいことを読み取ろう

分

２ 本論から結論までがどの ・個人で考える時間を取る

ように分けられるのかを考 ・個人の考えや班で話し合った

える 内容，全体で確認した内容は

学習シートに記入させる

３ 個人で考えた後，班で話 ・学習シートには個人の考えの【考えの表現と交流】

し合う ・他者の考えから学び，補 部分と，班で話し合った内容

足修正する や全体で確認した内容は色分

・なぜそう考えたかを説明 けをして記入させる

できるようにする

４ 話し合った内容を黒板を ・どのように分けられるのか，

展 使って発表し，全体で確認 どのような内容なのかを記入

開 する する

40 ・本論の構成と内容 ・違いが出た班の発表を使い，

分 ・結論部分の筆者の主張 理由を発表させ，全体で考え

させる

・余裕があれば，問題４まで考

えさせる

・解答を配布し，照らし合わせ

て確認させる

〔評価〕

Ａ 学習シート問題４まで

記入している

Ｂ 学習シート問題２と問

題３の内容をすべて記入

している

《手だて》

全体確認で記入させる

終 ５ 自己評価

末

５ ６ 次時の予告 ・比較読みをすることを伝える

分

実態により展開案の内容を変更し

た授業
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主教材「生き物として生きる」の指導展開案（第二次・第６時）

（１）目 標

・主教材「生き物として生きる （論説文）と副教材「生き物はつながりの中に （論説文）の」 」

構成や論の展開を比較することをとおして，主張を導くための効果的な論理展開の仕方を理解

し，主教材を評価する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

１ 「生き物として生きる」 ・学習シートの吹き出しの部分

の内容理解に関わる宿題の ①～⑤の問題をノートにやっ

確認をする てきていることを前提として

答え合わせをする

導 ・発言と解答配布により答え合

入 わせをし，あまり時間をかけ

ないようにする

10 ２ 本時の課題を確認して，学

分 習の見通しをもつ

二つの文章を比較して 「生き物として生きる」の文章の書き方について考えよう，

・本時は，主張を伝えるための

論理展開はどうあればよいか

を考える時間であることを伝

える

３ 副教材「生き物はつなが ・宿題として提示し 「生き物【既習事項を用いる】 ，

りの中に」の分析を全体で ・前時までの学習を生かし として生きる」の学習シート

確認する て，副教材「生き物はつ を参考に分析してくるように

ながりの中に」を分析する 指示した

４「生き物として生きる」と ・生徒はこのような学習活動に【比較して読む】

生き物はつながりの中に ・共通点や差違を確認し， 慣れていないため，具体的に「 」

の論理展開を比較して，共 論理展開のよさについて どのようなことを考えればよ，

通点や違いなどを考える 考える いのかを細かく提示する

（学習シート１） ・問題提示（話題提示）と ・個人で考えることが難しい場

主張の位置 合は，班討議とする

・文章全体の構成 ・同じ筆者が書いた，類似した

・論の展開（具体例） テーマの作品であるが，構成

・表現の方法や意図 が違う文章であり，対象とす

る読み手も違っている（小学

校６年生と中学校３年生）こ【考えの表現と交流①】

・根拠を基に説明する とに留意し，あくまでも論の

・質問しながら確認したり 述べ方について考えさせる

修正したりする ・発表で本論の構成について出

・共通点や相違点をそれぞれの良さと

とらえれば、学習シートの問題２は

省略してもよいかもしれない。時間

もないことが予想されるので、書け

る生徒には書かせたい（評価A）
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てこない場合は，文章構造図

を提示して気付かせる

展

５ 発表し全体で確認する

開

・考えられるのであれば「こう

40 ７ 学習シート１と２をふま いうことが書いてあればもっ【考えの表現と交流②】

分 え 生き物として生きる ・根拠を基に説明する と分かりやすい」とか，こう、「 」

の主張を導き出すための論 ・質問しながら確認したり いった点も知りたい」という

理展開の良い点や妥当性に 修正したりする 観点も提示する

〔評価〕ついて考え，全体発表しな

がら交流する Ａ 主教材の論の述べ方に

(学習シート３) 対する自分の考えを，根

拠に基づいて学習シート

に書き，さらに，改善点

を付け加えている

Ｂ 主教材の論の述べ方に

対する自分の考えを，根

拠に基づいて学習シート

に書いている

《手だて》

主教材のどのような点

がわかりやすかったか，

感想の形で書かせる

・主張を述べるときに必要な要

８ 論説文の要素を確認し， 素は何かを二つの文章の特徴

効果的な主張の述べ方につ を基に確認させる

いてまとめる ・学習シート問題１の共通点を

用いる

終 ９ 自己評価をする

末

５ 10 次時の確認をする

分
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教材「生き物として生きる」の指導展開案（第三次・第７時）

（１）目 標

・ 生き物として生きる」をお互いが読んでわかるように要約する「

・筆者の主張に対して根拠を明確にして自分の考えを表現する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

導 １ 本時の課題を確認して，学

入 習の見通しを持つ

５ 「生き物として生きる」を要約し，主張に対する自分の考えをもとう

分

２ 「生き物として生きる」 ・自分の考えを表現させる場【既習事項を用いる】

をお互いが読んでわかるよ ・前時までの学習を生かし 合，立場を明確にしたり，生

うに要約し，筆者の主張に て，構成を考える 活の中から具体的な根拠を挙

対する自分の考えをまとめ げられるように考えさせるこ

て学習シートに書く 〔要約のパターン〕 れは次の「説得力のある文章

① 文章中の用語をその を書こう」につながる

まま用いて，文章全体

〔評価〕を短く言い換えたもの

② 文章全体の意味を損 Ａ パターンに当てはめな

なわないように，中心 がら，キーワードをいく

展 となる内容をまとめて直 つか選んで要約し，社会

したもの 生活や学校生活から根拠

開 ③ 読み手が自分なりに あげ，自分の考えを学習

読み取った文章の内容 シートに記入している

40 を，再構成してまとめ直 （②・③パターンに沿っ

分 したもの て書いている）

（国語教育指導用語辞典 Ｂ パターンを意識しなが

P.68） ら，キーワードを一つは

上記のどのパターンで書 使いながら要約し，立場

くかを意識させる（様式） を明確にして根拠を基に

自分の考えを学習シート

に記入している（①のパ

ターン）

《手だて》

第４時で配布した解答を使

いながら要約させ 学習シ

ートに記入させる

終 ・自己評価

末

５ ・次時の確認をする ・本時の学習シートを用いて交

分 流し確認することを伝える
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教材「生き物として生きる」の指導展開案（第三次・第８時）

（１）目 標

・お互いの要約内容が妥当であるかを評価する

・他者の考えに対して，根拠を明確にして自分の考えを表現する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

導 １ 本時の課題を確認する

入

５ お互いの要約を評価し合い，考えを述べ合おう

分

２ ３名程度の小グループで ・どのような項目を盛り込んだ【比較して読む】

で交流し 「生き物として ・他者と自分の書いたもの か，なぜその項目を取り上げ，

生きる」の内容のとらえが を比べて，良さや改善点 たのかなど留意した点を聞き

正しいか，相手に伝わりや を評価する 合ったり，発表したりするよ

すいものであるかを評価す ・内容が正しいか矛盾点が うに指示する

る（付箋に書いて貼る） ないかを検討する ・話すことで伝える場合もある

・他者の考えから気付いた が，付箋紙を用いてアドバイ

３ 相手の考えに対する自 ことをメモして，それに スや主張に対する質問や意見

分の考えを書く 対する自分の考えをもつ を書かせて，相手の学習シー

トに貼らせる

【付箋のイメージ】

【考えの表現と交流】

・根拠を基に自分の考えを

説明する

・質問しながら確認したり

修正したりする

４ アドバイスを基に，自分

の要約の修正点を赤ペンで

書き込む

５ 数名に発表させ，違うグ

ループの評価を聞く

〔評価〕

Ａ パターンに当てはめな

がら，キーワードをいく

つか選んで要約でき，社

会生活や学校生活から根

拠あげ，自分の意見を表

現している （②・③パ

ターンに沿って書けてい

る）

Ｂ パターンを意識しなが

ら，キーワードを一つは

使いながら要約でき，根

拠を基に自分の考えを表

相手に対して

・内容に矛盾はないか

・読んで理解できるものであるか

・付け加えた方がよい点や削った

方がよい点など

自分

・他者のを読んで気づいた点かノ

ートにメモ

①内容が合っているか
良い点・改善点
②Ａさん（書いた人）の
考えに対する（読んだ
人の）意見
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現している（①のパター

展 ン）

《手だて》

開 主張は何かを確認させ，主

張に対する自分の考えを

40 理由をつけて書かせる

分

６ 論説文の要素を理解する ・論説文の要素の確認を「生き

物として生きる」の内容から

項目をあげさせながら行う

・論説文の要素を以下に示す

， ，① 典型としての序論 本論

結論の形式

② 主張と根拠

③ 提案を含んでいること

④ 説明のための具体的な例示

⑤ キーワードとその意味の

持たせ方

・時間があれば，その他の説明

的文章の種類についても触れ，

生活の場面との関連をおさえ

たい

〔目指す生徒の姿の例として〕

☆説明できる生徒

（第３・４時をとおしてＡ）

「この文章は，○○という問題につ

いて○○という筆者の主張を述べた

文章です。主張を説明するために，

○○という事実や○○という例をあ

げながら，○○という根拠に基づい

， 。て 筆者の主張が述べられています

全体の構成としては○○のようにな

っており，○○型の文章であるとい

えます。重要な語句は○○であり，

文章中では○○という意味で用いら

れている部分があります 」。

（このように説明できるかどうかを

問いかけて，発表できる生徒がいれ

ば挙手により発表させる）

・自分の考えについて，根拠を

終 基にしているものや，経験に

末 基づいて述べているものがあ

５ れば取り上げる

分 ７ 自己評価をする

８ 次時の確認をする
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５ 「説得力のある文章を書こう 意見を主張する」の授業展開案

教材「説得力のある文章を書こう」の指導展開案（第四次・第９時）

（１）目 標

・主張や構成，根拠の述べ方など，意見文の書き方について理解する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

導 １ 本時の課題を確認して，学 ・夏休みに書いた作文を意見文

入 習の見通しを持つ として書き直すことを伝える

５ ・ 生き物として生きる」の学「

分 習内容を活用することを伝える

説得力のある文章は，どのように書けばよいか

２ P.147の例文を読み，主 ・体験，体験から考えたこと，【既習事項を用いる】

張，根拠，提案がどのよう ・ 生き物として生きる」 問題点，反論と意見，主張，「

なもので，どこに書かれて の学習を生かして，主張 提案という流れである

いるかを考える と根拠，提案の他に，ど ・体験と体験から考えたことが

のような内容と展開であ 根拠になっていることを確認

るかを読み取る する

３ 教材文P.146～P.150を学 ・事実と意見の書き分けについ

習し意見文の書き方につい ての例示として 「生き物と，

て理解する して生きる」本論の②を用い

るなど，必要に応じて「生き

物として生きる」の内容を例

として示す

４ 「生き物として生きる」 ・論説文の要素についてふれて【既習事項の想起】

の学習で理解した構成や論 ・意見文の様式として「生 いない場合は，ここでふれて

の展開を復習する き物として生きる」の構 確認する

， ，成や構造を想起する ① 典型としての序論 本論

結論の形式

② 主張と根拠

③ 提案を含んでいること

④ 説明のための具体的な例示

展 ⑤ キーワードとその意味の

もたせ方

開

５ 例示の仕方や引用につい ・新聞や参考文献として読んだ

40 て理解する 本の内容を用いる場合の書き

分 方を教える
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・引用の仕方については出てき

ていないため，ここで説明し

意見文を書くための材料の一

つとして意識させる

・例示と引用について

「例えば～」

「～によると～という結果が

見られる」

「～の調査では，～という数

値が示されている」

「～には，～と書かれてあっ

た」

「～さんが～に書いた文章の

中に～という内容があった」

〔評価〕

Ａ 意見文を書くために必

要な要素を，P.146～P.150

「 」６ P.146～P.150の学習内容 と 生き物として生きる

と「生き物として生きる」 の論の述べ方から挙げ，発

の論の述べ方を参考に，意 表できる

見文を書くことの見通しを Ｂ 意見文を書くために必

もつ 要な要素を，P.146～P.150

の中から挙げ，発表できる

《手だて》

ノートを見ながら答え

させる

・実際に書く，意見文の様式に

ついては次時に示す

終 ７ 自己評価をする

末

５ ８ 次時の確認をする ・必要な資料があれば持ってき

分 てよいことを伝える
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教材「説得力のある文章を書こう」の指導展開案（第五次・第10時～第12時）

（１）目 標

・主張と根拠を明らかにし 「生き物として生きる」の様式にあわせて，夏休みに宿題として書，

いた作文を原稿用紙三枚程度の意見文に書き直す

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

１ 課題を確認して，学習の見

通しを持つ

主張と根拠をはっきりさせ 「生き物として生きる」の構成に合わせて意見文に書き直そう，

導 ２ 意見文を書くための条件 ・P.146～P.150で学習した内容

入 を確認する を踏まえることを伝える

・ 生き物として生きる」での「

学習内容を活用することを伝

える

・伝える相手は同級生とする

・夏休みの宿題の作文を配布する

３ 様式を理解する ・P.146～P.150の学習内容と【既習事項を用いる】

・夏休みの宿題であったテ 「生き物として生きる」の構

ーマや様式の違う作文を 成と構造を組み合わせた様式

用いる を示す（学習シート）

・ 生き物として生きる」「

４ 自分の作文の内容を使い の学習内容を用いる（構 ・ノートに項目ごとの内容を簡

ながら，様式に沿ってノー 成と構造，表現の特徴な 単に書かせながら整理させる

トに構想を練る ど） ・足りない内容や付け加えたい

・前時の学習を想起する 内容があれば書かせる

・自分が書いた作文を意見文に

書き直すのであって，新しい

ものを書くのではないことに

注意させる

・構想メモからの作業は，進度

の個人差が出るため，机間巡

視をしながら個別指導に当たる

５ 構想に従って原稿用紙三 ・ 生き物として生きる」の表「

展 枚程度の意見文に書き直す 現の特徴を想起させ，参考に

開 させる
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６ 自分が書いた意見文を読

〔評価〕み直し，推敲する

Ａ 必要な条件を満たし，

キーワードや具体的な例

示，引用，自分の生活と

結びつけた事項などを挙

げながら，1000字以上の

意見文を書いている

（原稿用紙）

Ｂ 必要な条件を満たし，

具体的な例示を挙げなが

ら，800字以上意見文を

書いている（原稿用紙）

《手だて》

主張や根拠（なぜそう

考えたのかやどこからそ

う考えたのか ，問題点）

を詳しく表現できるよう

に考え方のヒントを与える

７ 次時の確認をする ・交流を行い，お互いの意見文

終 を評価しあうことを予告する

末
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教材「説得力のある文章を書こう」の指導展開案（第六次・第13時）

（１）目 標

・交流をとおしてお互いの意見文を評価し，他者の意見に対する自分の考えを表現する

（２）展 開

主な学習活動 三つの学習 留意事項と評価

１ 課題を確認して，学習の見

導 通しを持つ

入 お互いの意見文を読み合って評価しよう

10

分 ２ 交流の目的と，交流する ・交流のための観点を示した学

ための観点を確認する 習シートを用いる

《交流のねらい》３ ３名程度の小グループを 【既習事項を用いる】

作り，観点にそって交流を ・様式をもとに，意見文を ① 既習事項を用いながら，意

行う 判断する（判断すること 見文を読み取れること

ができる）

４ 交流のための観点に沿っ ・３名程度の小グループ交 ・様式に沿って書けているか

て付箋紙に書き込み，相手 流の学習形態と交流の仕 を判断できること及び 改,

の意見文に貼る 方を用いる 善点をアドバイスできること

展 ・主張や根拠がわかること及

※ 既習の学習内容をもと び改善点をアドバイスでき

開 に意見文を評価すること ること

をねらいとするが，評価 ② 他者の意見文に対して，自

30 の基準を明確にするため 分の考えを表現すること

分 に学習シートを用いる

・賛成，反対の立場を明確に

５ 交流で指摘されたアドバ して，根拠をもとに意見を【考えの表現と交流】

イスを基に，自分の意見文 ・様式に沿って書けている 述べることができること

を修正する かの判断とアドバイス

《交流のゴール》・他者の考えに対する自分

の意見 ・構成の正否や改善点（このよ

うに書くとよいのではとか，

自分ならばこう書くなど）を

指摘し合った後，自分の意見

文を修正する

・書き直すのではなく，朱筆で

書き込むようにさせる

・質問しながら行ってよいこと

を伝える
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・交流の際，必要であればもと

の作文と比較させて読ませて

もよい

６ 交流の内容やどのように ・ 生き物として生きる」の表「

修正したかを紹介する 現の特徴を用いて書いたもの

を発表させる

７ 交流をとおして気付いた

〔評価〕ことを発表する

Ａ 他者の意見文が様式に

沿っているかを判断でき具

体的なアドバイスを与えるこ

とができると共に，他者の

意見に対して立場や根拠

を明確にして考えを述べ

ている（付箋）

Ｂ 他者の意見文が様式に

沿っているかを判断でき，

他者の意見に対して自分

の考えを述べている（付

箋）

《手だて》

他者の意見文に対して

感想を述べさせ，アドバ

イスを参考に自分の意見

文を修正させる

８ 「生き物として生きる」 ・説明的文章の理解について考

と「説得力のある文章を書 えを述べているをものを紹介

こう」の学習についての感 する

終 想を書く ・自己評価の部分に，自分が以

末 前に書いた作文と今回書いた

10 意見文を比較してみての違い

分 や気付いたこと，感想などを

書かせる

読むことを中心とした評価
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６

実
践
で
用
い
た
学
習
シ
ー
ト

読
み
と
り
の
た
め
の
文
章
分
析
シ
ー
ト

文
章
理
解
編

三
年

組

番

氏
名

苦
悩
す
る
菊
池
先
生

☆
「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
（
中
村
桂
子
）
の
文
章
構
成
と
内
容

１

ど
の
よ
う
な
話
題
か
ら
論
を
始
め
て
い
る
か
（
そ
の
部
分
の
形
式
段
落

）

①
〜
④

キ
ー
ワ
ー
ド
と
意
味

表
現
の
特
徴
や
意
図
な
ど

・
具
体
的
な
機
械
の
例
や
生
活

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
は
冷
蔵
庫
な
ど
様
々
な

場
面
の
例
を
沢
山
提
示
し
て

容

便
利
な
機
械
が
入
り
込
ん
で
い
て
、
便
利
な
機
械

便
利
（
思
い
ど
お
り

い
る
。

の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
私

の
こ
と
が
速
く
で
き

・

〜
み
よ
う
」
と
い
う
呼
び

「

た
ち
は
、
機
械
に
よ
る
便
利
さ
を
享
受
し
て
生
き

る
こ
と
）

か
け
の
表
現
を
使
い
、
読
み

て
い
る
。

手
を
引
き
込
む
よ
う
な
書
き

方
を
し
て
い
る
。

内

・
機
械
が
便
利
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る

２

結
論
（
筆
者
の
主
張
）
ま
で
の
文
章
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

段
落

見
出
し

内

容

キ
ー
ワ
ー
ド
と
意
味

表
現
の
特
徴
・
意
図

⑤
〜
⑧

生
き
物
に
対

便
利
に
す
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
と

・
育
つ
（
機
械
と
の

・
便
利
と
い
う
こ
と

す
る

作
る

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
生
き
物
に
対

対
比
）

を
受
け
て
書
い
て

「

」

と
い
う
考
え

し
て
も
機
械
を
作
る
こ
と
と
同
じ
よ

・
作
る
（
思
い
ど
お

い
る
。

方

う
な
考
え
を
持
ち
始
め
、
温
室
の
ト

り
に
な
る
と
か
、

・
野
菜
や
ト
マ
ト
の

マ
ト
の
よ
う
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

思
い
ど
お
り
に
し

例
を
出
し
て
、
わ

を
使
っ
て
野
菜
を
一
年
中
店
頭
に
並

た
い
と
い
う
気
持

か
り
や
す
く
し
て

べ
る
よ
う
な
っ
た
。

ち
が
入
っ
て
い
る

い
る

も
の
）

⑨
〜
⑫

人
間
に
対
す

思
い
ど
お
り
に
し
よ
う
と
い
う
考
え

・
子
供
を
授
か
る

・
前
の
ま
と
ま
り
の

る
「
作
る
」

が
人
間
に
ま
で
向
け
ら
れ
、
医
療
技

（
自
然
に
生
ま
れ

「
作
る

「
生
き

」

と
い
う
考
え

術
も
進
歩
し
た
が
、
人
間
の
体
は
よ

る
）

物
」
の
つ
な
が
り

方

く
わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
も
多
く
、

・
子
供
を
作
る
（
思

で
書
い
て
い
る

予
測
で
き
な
い
結
果
が
生
ま
れ
る
可

い
ど
お
り
に
し
た

・

思
い
ど
お
り
」

「

能
性
も
あ
る
の
で
、
思
い
ど
お
り
に

い
）

の
必
要
な
例
を
述

し
た
い
と
い
う
考
え
に
は
歯
止
め
を

べ
て
い
る
。

か
け
る
必
要
が
あ
る
。

・
例
を
出
し
て
危
険

性
を
問
い
の
形
で

書
い
て
い
る

困
り
ま
し
た
。
こ
の
文
章
は
い
っ
た
い
何
を
伝
え
た
い
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
、
先
生
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
が
知
り
た
い
の
は
次
の
点
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
筆
者
の
主
張
と
そ
の
根
拠

②
主
張
を
述
べ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
幾
つ
並
べ
て
い
る
の
か

③
そ
の
内
容
と
内
容
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

④
こ
の
文
章
の
表
現
や
書
き
方
の
特
徴
は
何
だ
ろ
う

⑤
な
ぜ
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
内
容
や
表
現
で
こ
の
文
章
を
書
い
た
の
か
な
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・
⑬
に
筆
者
の
考
え

が
述
べ
ら
れ
て
い

る

⑬
〜
⑮

遺
伝
子
の
仕

人
間
を
機
械
の
よ
う
に
考
え
る
よ

・
遺
伝
子
（
機
械
の

・
前
の
ま
と
ま
り
の

組
み
と
意
味

う
に
な
っ
た
の
は
遺
伝
子
の
知
識
か

設
計
図
と
は
違
い

機
械
の
よ
う
に
考

ら
だ
が
、
遺
伝
子
は
設
計
図
で
は
な

環
境
で
変
わ
る
、

え
る
よ
う
に
な
っ

く
環
境
の
違
い
で
働
き
も
変
わ
る
。

意
味
が
あ
る
も

た
こ
と
か
ら
述
べ

違
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

の
）

て
い
る

・
レ
シ
ピ
の
例
を
出

し
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い

る
。

３

ど
の
よ
う
な
結
論
（
筆
者
の
主
張
）
を
述
べ
て
い
る
か
（
そ
の
部
分
の
形
式
段
落

）

⑯
〜
⑰

キ
ー
ワ
ー
ド
と
意
味

筆
者
の
主
張
の
根
拠

便
利
さ
を
生
き
物
に
当
て
は
め
よ
う
と

・

作

る

（

前

と

⑫
や
⑬
〜
⑮
の
部
分
が
、
主

「

」

す
る
の
は
間
違
い
で
は
な
い
か
。
人
間
の

同
じ
）

張
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

容

生
き
物
な
の
だ
か
ら
、
生
き
物
と
し
て
生

・
不
便
（
便
利
の
対

き
る
暮
ら
し
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

義
語
と
し
て
書
い

内

て
い
る
）

４

Ｇ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
・
問
四
の
よ
う
に
文
章
の
構
成
を
図
に
表
す
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。
Ｇ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
参
考

に
し
な
が
ら
図
式
化
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
②
③
④

⑤
⑥
⑦
⑧

⑨
⑩
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮

⑯
⑰

【
自
己
評
価
】

月

日
（

曜
日
）

・
説
明
的
文
章
を
読
む
た
め
の
注
意
点
を
使
っ
て
「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
を
読
み
、
学
習
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
（
確
認
は
次
回
行
う
の
で
、
前
の
時
間
に
確
認
し
た
こ
と
を
用
い
て
読
ん
で
書
け
た
か
で

。
）

（

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

）

・
わ
か
っ
た
こ
と
・
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
・
感
想
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読
み
と
り
の
た
め
の
文
章
分
析
シ
ー
ト

文
章
理
解
編

三
年

組

番

氏
名

苦
悩
す
る
菊
池
先
生

☆
「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
（
中
村
桂
子
）
の
文
章
構
成
と
内
容

１

ど
の
よ
う
な
話
題
か
ら
論
を
始
め
て
い
る
か
（
そ
の
部
分
の
形
式
段
落

）

キ
ー
ワ
ー
ド
と
意
味

表
現
の
特
徴
や
意
図
な
ど

容内
２

結
論
（
筆
者
の
主
張
）
ま
で
の
文
章
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

段
落

見
出
し

内

容

キ
ー
ワ
ー
ド
と
意
味

表
現
の
特
徴
・
意
図

困
り
ま
し
た
。
こ
の
文
章
は
い
っ
た
い
何
を
伝
え
た
い
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
、
先
生
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
が
知
り
た
い
の
は
次
の
点
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
筆
者
の
主
張
と
そ
の
根
拠

②
主
張
を
述
べ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
幾
つ
並
べ
て
い
る
の
か

③
そ
の
内
容
と
内
容
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

④
こ
の
文
章
の
表
現
や
書
き
方
の
特
徴
は
何
だ
ろ
う

⑤
な
ぜ
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
内
容
や
表
現
で
こ
の
文
章
を
書
い
た
の
か
な
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３

ど
の
よ
う
な
結
論
（
筆
者
の
主
張
）
を
述
べ
て
い
る
か
（
そ
の
部
分
の
形
式
段
落

）

キ
ー
ワ
ー
ド
と
意
味

筆
者
の
主
張
の
根
拠

容内
４

Ｇ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
・
問
四
の
よ
う
に
文
章
の
構
成
を
図
に
表
す
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。
Ｇ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
を
参
考

に
し
な
が
ら
図
式
化
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
自
己
評
価
】

月

日
（

曜
日
）

①

説
明
的
文
章
を
読
む
た
め
の
注
意
点
を
使
っ
て
「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
を
読
み
、
学
習
シ
ー
ト
に
記
入
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
（
確
認
は
次
回
行
う
の
で
、
前
の
時
間
に
確
認
し
た
こ
と
を
用
い
て
読
ん
で
書
け
た
か
で

。
）

（

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

）

②

わ
か
っ
た
こ
と
・
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
・
感
想
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先
生
か
ら
の
質
問

解
答

組

番

氏
名

①
筆
者
の
主
張
と
そ
の
根
拠

・
筆
者
の
主
張
は

「
便
利
さ
を
生
き
物
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
人
間
も
生
き
物
な
の

、

だ
か
ら
、
生
き
物
と
し
て
生
き
る
暮
ら
し
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
根
拠
は
、
⑫

。

の
人
間
の
体
は
複
雑
で
あ
る
こ
と
や
、
本
論
の
三
つ
目
の
遺
伝
子
の
働
き
が
環
境
で
違
う
こ
と
で
す
。

（

○

・

×

）

②
主
張
を
述
べ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
幾
つ
並
べ
て
い
る
か

・
機
械
の
便
利
さ
の
話
題
か
ら
、
生
き
物
に
対
し
て
作
る
・
人
間
に
対
し
て
作
る
・
遺
伝
子
の
仕
組
み
と
い
う
よ

、

。

（

）

う
に

本
論
の
中
に
三
つ
の
内
容
を
並
べ
て
い
ま
す

○

・

×

③
そ
の
内
容
と
内
容
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

・
序
論
と
し
て
機
械
の
便
利
さ
を
あ
げ
生
き
物
と
の
比
較
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

本
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
に
述
べ
た
内
容
か
ら
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
、
前
に
述
べ
た
内
容
や
言
葉
か
ら
つ
な

が
る
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

（

○

・

×

）

④
こ
の
文
章
の
表
現
や
書
き
方
の
特
徴
は
何
だ
ろ
う

③
の
答
え
に
付
け
加
え
て
、
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

・
序
論
、
本
論
、
結
論
の
様
式
で
す
。

・
具
体
的
な
例
示
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
何
か
と
何
か
を
比
べ
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
ま
す
。

・

〜
み
よ
う
」
な
ど
読
み
手
を
引
き
込
む
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
ま
す
。

「
・
キ
ー
ワ
ー
ド
を
筆
者
が
意
味
づ
け
て
い
ま
す
。

（

○

・

×

）

⑤
な
ぜ
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
内
容
や
表
現
で
こ
の
文
章
を
書
い
た
の
か
な

次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
④
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
書
い
て
み
ま
し
た
。

・
読
ん
で
い
る
人
に
考
え
か
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
。
つ
ま
り
、
論
の
展
開
と
読
ん
で
い
る
人
の
考
え
が
同
時
進
行

す
る
よ
う
に
。

・
具
体
的
な
例
示
や
比
較
が
多
い
の
も
、
身
近
な
も
の
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
。

・
読
み
手
に
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
。

・
特
別
な
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
て
、
言
葉
の
意
味
を
頭
に
お
い
て
読
む
こ
と
で
内
容
が
理
解
し
や
す
い

よ
う
に
。

（

○

・

×

）

皆
さ
ん
、
わ
た
し
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
か
。
答
え
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
解
答
に
疑
問
の
あ
る
人
、
質
問
を
歓
迎
し
ま

す
。自

分
の
解
答
と
あ
っ
て
い
る
か
同
じ
よ
う
な
内
容
だ
と
思
え
ば
○
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
は×

に
○
を
し
、
自
己
評
価
し
ま
し
ょ
う
。
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読
み
と
り
の
た
め
の
文
章
分
析
シ
ー
ト

そ
の
二

三
年

組

番

氏
名

☆

「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
と
「
生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に
」
（
中
村
桂
子
）
を
比
較
し

て
、
論
の
述
べ
方
や
主
張
の
伝
わ
り
や
す
さ
を
考
え
る

【
自
己
評
価
】

・
比
較
し
て
読
む
学
習
に
入
る
前
の
確
認
で
す

「
生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に
」
を

。

前
の
時
間
の
学
習
を
参
考
に
分
析
し
て
、
理
解
で
き
て
い
ま
す
か
。
理
解
で
き
て

い
た
な
ら
ば
始
め
ま
し
ょ
う
。
確
認
し
た
い
人
は
先
生
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

１

二
つ
の
文
章
の
、
論
の
述
べ
方
（
文
章
の
書
き
方
・
表
現
の
特
徴
）
の
共
通
点
と
相
違
点
は
何
か

共
通
点

相
違
点

・
具
体
的
で
身
近
な
例
を
多
く
用
い
て
い
る

・
序
論
の
書
き
方
が
違
う
（
便
利
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

・
機
械
と
生
き
物
を
比
較
し
て
書
い
て
い
る

る
具
体
例
と
問
題
提
起
の
違
い
）

・
序
論
、
本
論
、
結
論
の
構
成
に
な
っ
て
い
る

・
本
論
の
三
つ
の
ま
と
ま
り
の
構
成
と
展
開
の
仕
方
が

・
本
論
が
三
つ
の
ま
と
ま
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る

違
う

・
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
い
る

・

生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に
」
は
、
本
論
を
ま
と

「

・
呼
び
か
け
な
ど
読
み
手
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
表
現

め
た
段
落
が
あ
る

が
あ
る

・
文
章
自
体
の
書
き
方
が
「
生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中

・
主
張
と
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る

に
」
は
簡
単
で
読
み
や
す
い
（
小
学
６
年
生
と
い
う

読
み
手
を
意
識
し
て
い
る
た
め
）

（
内
容
と
し
て
出
る
場
合
）

・
複
数
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

・
生
き
物
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
、
同
じ

主
張

２

主
張
を
伝
え
る
た
め
の
論
の
述
べ
方
（
文
章
の
書
き
方
・
表
現
の
特
徴
）
に
お
い
て
，
二
つ
の
文
章
の
そ
れ
ぞ
れ

の
良
さ
は
何
か「

生
き
物
と
し
て
生
き
る
」

「
生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に
」

１
で
書
い
た
こ
と
の
他
に
、
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る

１
で
書
い
た
こ
と
の
他
に
、
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る

・
キ
ー
ワ
ー
ド
の
意
味
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
基

・
こ
の
文
章
で
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
が
は
っ
き
り

に
文
章
が
読
め
る
こ
と

と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
キ
ー
ワ
ー
ド
や
前
に
述
べ
た
内
容
か
ら
つ
な
が
る
よ

・
ロ
ボ
ッ
ト
の
犬
と
本
物
の
犬
の
比
較
が
わ
か
り
や
す

う
に
文
章
が
展
開
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て

い
こ
と

考
え
な
が
ら
読
め
る
こ
と

・
三
つ
の
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
読
み
手
に
示
さ
れ
て

・
例
示
が
細
か
く
具
体
的
な
こ
と

い
て
わ
か
り
や
す
い
こ
と

・
序
論
で
「
便
利
な
機
械
」
を
印
象
づ
け
、
生
き
物
は

・
対
象
と
し
た
読
み
手
に
わ
か
る
よ
う
に
書
い
て
あ
る

そ
う
で
は
な
い
と
比
較
し
て
展
開
す
る
こ
と
で
、
主

こ
と

張
に
説
得
力
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と

・
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
文
章
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
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３

１
と
２
を
ふ
ま
え
て

「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
の
論
の
述
べ
方
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

、

あ
な
た
の
考
え
を
ま
と
め
て
書
き
な
さ
い

（
本
日
の
学
習
の
ま
と
め
で
す
）

。

条
件
①

あ
な
た
の
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
（
述
べ
方
が
良
い
・
悪
い
。
ま
た
は
、
わ
か
り
や
す
い
・
わ
か
り

に
く
い
な
ど
）

条
件
②

ど
う
い
っ
た
点
が
良
い
の
か
、
ま
た
は
悪
い
の
か
の
、
あ
な
た
の
考
え
と
そ
の
根
拠
。

条
件
③

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
も
っ
と
主
張
が
伝
わ
り
や
す
く
な
る
か
の
あ
な
た
の
意
見
。

【
自
己
評
価
】

月

日
（

曜
日
）

「

」

，

。

・

生
き
物
と
し
て
生
き
る

の
論
の
述
べ
方
に
つ
い
て

根
拠
を
基
に
自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か

（

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

）

・
わ
か
っ
た
こ
と
・
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
（
疑
問

・
感
想

）
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読
み
と
り
の
た
め
の
文
章
分
析
シ
ー
ト

そ
の
三

三
年

組

番

氏
名

☆
「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
を
要
約
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
の
主
張
に
対
す
る
自
分
の
考

え
を
根
拠
を
基
に
ま
と
め
る

１

「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
の
要
約
（

）

評
価
欄

ア
ド
バ
イ

ス
や
質
問

意
見
な
ど

を
付
箋
紙

に
書
い
て

は
ろ
う

２

筆
者
の
主
張
に
対
す
る
自
分
の
考
え

※

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
の
修
正
は
赤
ペ
ン
で
。
書
い
た
も
の
は
消
さ
な
い
こ
と
。

【
自
己
評
価
】

月

日
（

曜
日
）

「

」

。

（

）

・

生
き
物
と
し
て
生
き
る

を
要
約
で
き
た
か

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

。

（

）

・
自
分
の
考
え
を
根
拠
を
基
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
か

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

・
わ
か
っ
た
こ
と
・
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
（
疑
問

・
感
想

）
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読
み
と
り
の
た
め
の
文
章
分
析
シ
ー
ト

そ
の
三
（
解
答
）

三
年

組

番

氏
名

☆
「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
を
要
約
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
の
主
張
に
対
す
る
自
分
の
考

え
を
根
拠
を
基
に
ま
と
め
る

「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
の
要
約
例

①

文
章
中
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
、
文
章
全
体
を
短
く
言
い
換
え
る
。

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
た
く
さ
ん
の
便
利
な
機
械
が
あ
る
。

便
利
な
機
械
を
作
る
の
は
よ
い
こ
と
な
の
で
、
生
き
物
に
対
し
て
も
「
作
る
」
と
い
う
考
え
を
持
ち
始
め
、
人
間

に
対
し
て
も
「
作
る
」
と
い
う
考
え
を
持
ち
始
め
た
。
し
か
し
、
人
間
の
体
は
複
雑
で
あ
り
、
生
き
物
の
基
本
で
あ

る
遺
伝
子
も
環
境
に
よ
っ
て
働
き
が
違
う
の
で
予
測
で
き
な
い
結
果
が
生
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
便
利
さ
を
生
き
物
に
当
て
は
め
る
の
は
間
違
い
で
あ
り
、
人
間
も
生
き
物
と
し
て
生
き
る
暮
ら
し
方
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

②

文
章
全
体
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
中
心
と
な
る
内
容
を
ま
と
め
て
直
し
て
書
く
。

近
年
、
便
利
さ
を
求
め
る
余
り
、
何
事
も
思
い
通
り
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
人
間
に
ま
で
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
間
の
体
は
機
械
と
は
違
い
複
雑
で
、
手
を
加
え
る
と
予
測
で
き
な
い
結
果
が
生
ま
れ
る

危
険
性
が
あ
る
。
ま
た
、
遺
伝
子
の
働
き
も
環
境
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
思
い
通
り
に
し
よ
う
と
す
る
と
無
理
が

出
る
。

よ
っ
て
、
便
利
さ
を
生
き
物
に
当
て
は
め
る
の
は
間
違
い
で
あ
り
、
人
間
も
生
き
物
と
し
て
生
き
る
暮
ら
し
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

。

③

読
み
手
が
自
分
な
り
に
読
み
取
っ
た
文
章
の
内
容
を
、
再
構
成
し
て
ま
と
め
直
し
て
書
く

私
た
ち
自
身
を
含
め
た
「
生
き
物
」
に
対
し
て
、
便
利
さ
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
生
き

物
を
思
い
通
り
に
し
た
い
と
い
う
考
え
を
改
め
、
生
き
物
と
し
て
生
き
る
生
活
を
考
え
る
べ
き
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
人
間
で
い
え
ば
、
体
の
仕
組
み
が
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
手
を
加
え
る
と
危
険

で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
遺
伝
子
の
働
き
も
環
境
に
よ
っ
て
違
い
同
じ
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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【
書
く
】

説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
こ
う

意
見
を
主
張
す
る

組

番

氏
名

１
【
書
き
方
】

次
の
図
は

「
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
こ
う
」
と
「
生
き
物
と
し
て
生
き
る
」
で
学
習
し
た
内
容
を
あ
わ
せ
て

、

作
っ
た
意
見
文
の
様
式
で
す
。
こ
の
様
式
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
作
文
を
意
見
文
に
書
き
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

構

成

内
容
及
び
構
造

・
主
張
を
述
べ
る
た
め
に
効
果
的
だ
と
思
う
話
題
提
示

・
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
説
明

・
難
し
け
れ
ば
問
題
提
起
で
も
よ
い
（

生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に
」
を
参
照

「

Ｂ
・
主
張
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
説
明
の
一
つ
目

Ａ
・
序
論
の
内
容
と
関
係
し
て
い
る
こ
と

・
序
論
で
述
べ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

Ｂ
・
主
張
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
説
明
の
二
つ
目

Ａ
・
本
論
①
の
内
容
と
関
係
し
て
い
る
こ
と

・
本
論
①
で
述
べ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

・
自
分
の
意
見
に
対
し
て
予
想
さ
れ
る
反
論
（
問
題
点
）
と

そ
れ
に
対
す
る
解
決
策

（
た
だ
し
、
こ
こ
で
こ
の
内
容
を
述
べ
る
た
め
に
、
本
論
の

ど
こ
か
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
）

・
自
分
の
主
張

・
提
案

「
全
体
が
序
論
・
本
論
・
結
論
の
三
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
、
本
論
が
さ
ら
に
三
つ
の

☆

こ
の
よ
う
に
、

に
合
わ
せ
て
書
き
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
と
ま
り
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
」

五
段
落
構
成
で
考
え
れ
ば
、
書
き
直
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
【
交
流
の
観
点
】

次
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
意
見
文
を

読
ん
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

①

１
【
書
き
方
】
で
示
し
た
様
式
に
合
っ
て
い
る
か
。

合
っ
て
い
な
い
場
合
は
ア
ド
バ
イ
ス
。

②

読
ん
だ
意
見
文
の
主
張
と
そ
の
根
拠
は
何
か

（
読
み
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
な

。
）

③

書
い
た
人
の
主
張
に
対
す
る
自
分
の
考
え

序 論

本論①本論②本論③

本 論

結 論

話題・例示・キーワードはすべ

て入れろということではありま

せん。もちろん必要ならば入れ

てよいです。

自分の作文を意見文に書き直すの

です。内容を取捨選択したり足り

ない部分を補足するのはよいです

が、一から新しいものを書くので

はありません。

文末に注意しましょう。

① ○（合っている場合）
×（合っていない場合や内
容のつながりが？の場合）
「～というように書くとよ
いと思う」など

② 主張は～ということ
根拠は～ということ

③ 私は～という意見には賛成
です。～と思うからです。
～ことも知りたいです。
～という内容もあればよいと
思います。

付箋の書き方例

内容のつながりが？

の場合も指摘してあ

げましょう。

題名は主張がわかるように。
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りよ前名りよ前名

①あなたの意見文は様式に

（ ○合っている ・ ×合っていない ）

アドバイス

②

・あなたの意見文の主張は････････

ですね！

・根拠は････････

ですね！

③あなたの主張と提案に対する私の意見

①あなたの意見文は様式に

（ ○合っている ・ ×合っていない ）

アドバイス

②

・あなたの意見文の主張は････････

ですね！

・根拠は････････

ですね！

③あなたの主張と提案に対する私の意見
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７

事
後
テ
ス
ト
問
題
と
解
答

第
三
学
年

国
語

「
５

論
理
の
展
開
」
事
後
テ
ス
ト

、

、

「

」

【

】

１

次

は

中

学

生

の

小

石

さ

ん
が

家

庭

科

の

時

間

に

住

ま

い

に

つ

い

て

学

習

し

た

内

容

を

文

化

祭

で

発

表

す

る

た

め

の

原

稿

Ａ

と

、

そ

の

と
き

に
使

用

す

る

図

【

Ｂ

】

で

す

。

こ

れ

を

読

ん

で

、

あ

と

の

問

い

に

答

え

な

さ

い

。

【

Ａ

】私

は

、

家

庭

科

の

時

間

に

「

住

ま

い

」

に

つ

い

て

勉

強

し

「

住

ま

い

と

家

族

」

に

つ

い

て

考

え

ま

し

た
。

、

、

、

。

住

ま

い

は

風

雨

な

ど

の

自

然

条

件

か

ら

私

た

ち

を

守

っ

て

く

れ

る

も

の

で

あ

り

睡

眠

や

休

養

な

ど

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

補

給
の

場
で

す

ま

た

、

家

族

と

と

も

に

暮

ら

し

支

え

合

っ

て

生

活

を

営

む

場

で

す

。

住

ま

い

に

は

、

食

事

や

団

ら

ん

の

空

間

、

食

事

や

洗

濯

な

ど

の

家

事

１

作

業

の

空

間

、

個

人

生

活

の

空

間

、

ト

イ

レ

や

お

風

呂

な

ど

の

生

理

生

活

の

空

間

が

あ

り

ま

す

。

家

族

は

そ

れ

ぞ

れ

住

ま

い

に

対

し

て

「

自

分

一

人

の

部

屋

が

欲

し

い

」

な

ど

の

個

人

と

し

て

の

願

い

を

持

っ

て

い

ま

す

。

住

ま

い

の

形

も

、

家

族

の

願

い

や

時

代

に

よ

っ

て

様

々

。

２

で

す

。

現

代

社

会

の

家

族

の

形

は

、

父

親

・

母

親

・

子

供

か

ら

な

る

家

族

、

一

人

親

の

家

族

、

祖

父

母

と

同

居

す

る

家

族

な

ど

様

々

で

す

。

家

族

の

役

目

は

、

心

を

休

ま

せ

た

り

、

子

供

の

成

長

を

支

え

た

り

す

る

役

目

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

は

、

家

族

が

精

神

的

に

安

ら

ぐ

関

係

で

あ

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

た

だ

、

家

族

で

も

生

活

の

仕

方

や

考

え

方

が

違

う

こ

と

も

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

や

考

え

３

方
を

尊

重

し

な

が

ら

生

活

す

る

こ

と

で

家

族

の

関

係

が

作

ら

れ

て

い

き

ま

す

。

以

上

の

点

か

ら

、

家

族

が

そ

れ

ぞ

れ

持

つ

願

い

や

生

活

の

仕

方

を

大

切

に

し

な

が

ら

、

家

族

み

ん

な

が

顔

を

合

わ

せ

て

食

事

を

し

た

り

４

語

り

合

っ

た

り

で

き

る

よ

う

な

空

間

が

あ

る

こ

と

が

と

て

も

重

要

だ

と

思

い

ま

し

た

。

個

人

生

活

の

空

間

を

尊

重

す

る

こ

と

は

大

切

だ

と

思

い

ま

す

が

、

家

族

と

語

り

合

っ

た

り

す

る

中

で

、

自

分

が

気

が

つ

か

な

か

っ

た

考

え

を

知

る

こ

と

が

で

き

た

り

、

悩

み

が

解

決

で

き

た

り

す

る

と

思

う

か

ら

で

す

。

現

代

は
、

家
族

と

の

会

話

が

少

な

い

と

い

わ

れ

て

い

る

の

で

、

特

に

大

切

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

住

ま

い

は

時

代

と

共

に

変

化

し

て

い

く

と

思

い

ま

す

が

、

こ

れ

か

ら

の

住

ま

い

は

、

個

人

空

間

よ

り

食

事

や

団

ら

ん

の

空

間

が

重

要

に

な

り

「

心

の

成

長

」

を

家

族

に

も

た

ら

す

も

の

で

あ

る

こ
と

が
重

要

だ

と

思

い

ま

す

。

、小

石

さ

ん

は

【

Ｂ

】

の

図

を

提

示

し

な

が

ら

説

明

し

よ

う

と

考

え

て

い

ま

す

。

こ

の

図

は

【

Ａ

】

の

文

章

の

―

線

部

１

か

ら

４

の

ど

こ

で

一

、

提

示

す

る

の

が

効

果

的
で

し
ょ

う

か

。

１

か

ら

４

の

う

ち

、

最

も

適

切

な

も

の

を

一

つ

選

び

な

さ

い

。

小

石

さ

ん

は

【

Ｂ

】

の

図

と

一

緒

に

、

設

計

し

た

人

の

考

え

も

紹

介

す

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

次

は

、

ど

の

間

取

り

を

設

計

し

た

人

の

考

二

、

え

で

す
か

【

Ｂ

】
の

図

の

ア

か

ら

ウ

の

う

ち

、

最

も

適

切

な

も

の

を

一

つ

選

び

な

さ

い

。

。

戸

を

開

け

放

つ

こ

と

で

共

有

で

き

る

空

間

を

広

く

と

る

こ

と

が

で

き

、

部

屋

の

行

き

来

が

自

由

に

な

る

。

そ

の

よ

う

に

す

る

こ

と

で

閉

鎖

さ

れ

た

空

間

が

少

な

く

な

り

、

家

族

同

士

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

図

れ

る

よ

う

に
設

計

し

た

。

【

Ａ

】

の

文

章

中

に

「

こ

れ

か

ら

の

住

ま

い

」

と

あ

り

ま

す

が

、

あ

な

た

は

ど
の

よ
う

な

住

ま

い

で

あ

れ

ば

よ

い

と

考

え

ま

す

か

。

三

次

の

と

に

し
た

が

っ

て

書

き

な

さ

い

。

条

件

１

条

件

２

「

こ

れ

か

ら

の

住

ま

い

は

ど

う

あ

れ

ば

よ
い

か
」

に

つ

い

て

の

あ

な

た

の

考

え

を

書

く

こ

と

。

条

件

１

【

Ｂ

】

の

表

に

示

さ

れ

て

い

る

、

い

ず

れ

か

の

間

取

り

の

特

徴

に

触

れ

る

こ

と

。

条

件

２

（

技

術

・

家

庭

家

庭

分
野

開

隆

堂

よ

り

）

（

名

作

マ

ン

ガ

の

間

取

り

影

山

明

仁

ソ

フ

ト

バ

ン

ク

ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

株

式

会

社

）
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【

Ｂ

】ア

イ

ウ

【

特

徴

】

【

特

徴

】

【

特

徴

】

・

木

造

地

上

一

階

・

木

造

地

上

二

階

・

３

Ｌ

Ｄ

Ｋ

マ

ン

シ

ョ

ン

・

昭

和

二

十

年

頃

の

家

・

昭

和

四

十

年

頃

の

家

・

地

上

四

階

（

四

階

部

分

）

・

家

族

が

共

有

す

る

空

間

は

一

カ

所

・

家

族

が

集

ま

る

空

間

を

二

カ

所

取

・

平

成

十

年
頃

の
家

・

大

家

族

で

住

む

た

め

の

家

っ

て
い

る

・

南

側

に

家

族

が

集

ま

る

空

間

を

広

く

・

子

供

部

屋

を

独

立

さ

せ

、

子

供

の

配

置

し

て

い

る

自

立

心

を

養

う

家

・

狭

い

空

間

を

有

効

に

活

用

し

て

部

屋

を

配

置

し

た

家

次
の

文
章

を

読

ん

で

、

あ

と

の

問

い

に

答

え

な

さ

い

。

２寒

い

冬

が

北

方

か
ら

、
狐

の

親

子

の

棲

ん

で

い

る

森

へ

も

や

っ

て

来

ま

し

た

。

す

或

朝

洞

穴

か
ら

子
供

の

狐

が

出

よ

う

と

し

ま

し

た

が

、

あ
る

「

あ
っ

」

と

叫

ん

で

眼

を

抑

え

な

が

ら

母

さ

ん

狐

の

と

こ

ろ

へ

こ

ろ

げ

て

来

ま

し

た

。

「
母

ち

ゃ

ん

、

眼

に

何

か

刺

さ

っ

た

、

ぬ

い

て

頂

戴

早

く

早

く

」

と

言

い

ま

し

た

。

ち
よ
う

だ
い

母

さ

ん

狐

が

び

っ

く

り

し

て

、

あ

わ

て

ふ

た

め

き

な

が

ら

、

眼

を

抑

え

て

い

る

子

供

の

手

を

恐

る

恐

る

と

り

の

け

て

見

ま

し

た

が

、

何

も

刺

さ

っ

て

は

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

母

さ

ん

狐

は

洞

穴

の

入

口

か

ら

外

へ

出

て

始

め

て

わ

け

が

解

り

ま

し

た

。

昨

夜

の

う

ち

に

、

真

白

な

雪

が

ど

っ

さ

り

降

っ

た

の

で

す

。

そ

の

雪

の

上

か

ら

お

陽

さ

ま

が

キ

ラ

キ

ラ

と

照

し

て

い

た

の

で

、

雪

は

眩

し

い

ほ

ど

反

射

し

て

い

た

の

で

す

。

雪

を

知

ら

な

か

っ

た

子

供

の

狐

は

、

あ

ま

り

強

い

反

射

を

う

け

た

の

で

、

眼

に

何

か

刺

さ

っ

た
と

思
っ

た

の

で

し

た

。

子

供

の

狐

は

遊

び

に

行

き

ま

し

た

。

真

綿

の

よ

う

に

柔

か

い

雪

の

上

を

駈

け

廻

る

と

、

雪

の

粉

が

、

し

ぶ

き

の

よ

う

に

飛

び

散

っ

て

小

さ

い

虹
に

じ

が

す

っ

と

映

る

の

で

し

た

。

す

る

と

突

然

、

う

し

ろ

で

、

「

ど

た

ど

た

、

ざ

ー

っ

」

と

物

凄

い

音

が

し

て

、

パ

ン

粉

の

よ

う

な

粉

雪

が

、

ふ

わ

ー

っ

と

子

狐

に

お

っ

か

ぶ

さ

っ

て

来

ま

し

た

。

子

狐

は

び

っ

く

り

し

て

、

雪

の

中

に

こ

ろ

が

る

よ

う

に

し

て

十

米

も

向

こ

う

へ

逃

げ

ま

し

た

。

何

だ

ろ

う

と

思

っ

て

ふ

り

返

っ

て

見

ま

し

た

が

何

も

い

ま

せ

メ

ー
ト
ル

ん

で

し

た

。

そ

れ

は

樅

の

枝

か

ら

雪

が

な

だ
れ

落
ち

た

の

で

し

た

。

ま

だ

枝

と

枝

の

間

か

ら

白

い

絹

糸

の

よ

う

に

雪

が

こ

ぼ

れ

て

い

ま

し

た

。

も
み

間

も

な

く

洞

穴

へ

帰

っ

て

来

た

子

狐

は

、

「

お

母

ち

ゃ

ん

、

お

手

々

が

冷

た

い

、

お

手

々

が

ち

ん

ち

ん

す

る

」

と

言

っ

て

、

濡

れ

て

牡

丹

色

に

な

っ

た

両

手

を

母

さ

ん

狐

の

前

に

さ

し

だ

し

ぼ

た

ん

ま

し

た

。

母

さ

ん

狐

は

、
そ

の
手

に

、

は

ー

っ

と

息

を

ふ

っ

か

け

て

、

ぬ

く

と

い

母

さ

ん

の

手

で

や

ん

わ

り

包

ん

で

や

り

な

が

ら
、

(

注

) 1

「

も

う

す

ぐ

暖

く

な

る

よ

、

雪

を

さ

わ

る

と

、

す

ぐ

暖

く

な

る

も

ん

だ

よ

」

と

い

い

ま

し

た

が

、

か

あ

い

い

坊

や

の

手

に

霜

焼

が

で

き

て

は

か

わ

い

そ

う

だ

か

ら
、

夜
に

な

っ

た

ら

、

町

ま

で

行

っ

て

、

坊

や

の

お

手

々

に

あ

う

よ

う

な

毛

糸

の

手

袋

を

買

っ

て

や

ろ

う

と
思

い

ま

し

た

。

暗

い

暗

い

夜

が

風

呂

敷

の

よ

う

な

影

を

ひ

ろ

げ

て

野

原

や

森

を

包

み

に

や

っ

て

来

ま

し

た

が

、

雪

は

あ

ま

り

白

い

の

で

、

包

ん

で

も

包

ん

で

も

ふ

ろ

し

き

白

く
浮

び

あ

が

っ

て

い

ま

し

た

。

親

子

の

銀

狐

は

洞

穴

か

ら

出

ま

し

た

。

子

供

の

方

は

お

母

さ

ん

の

お

腹

の

下

へ

は

い

り

こ

ん

で

、

そ

こ

か

ら

ま

ん

ま

る

な

眼

を

ぱ

ち

ぱ

ち

さ

せ

な

が

ら

、

あ

っ

ち

や

こ

っ

ち

を

見

な

が

ら

歩

い

て

行

き

ま

し

た

。

や

が

て

、

行

手

に

ぽ

っ

つ

り

あ

か

り

が

一

つ

見

え

始

め

ま

し

た

。

そ

れ

を

子

供

の

狐

が

見

つ

け
て

、

「

母

ち

ゃ

ん

、

お

星

さ

ま

は

、

あ

ん

な

低

い

と

こ

ろ

に

も

落

ち

て

る

の

ね

え

」

と

き

き

ま
し

た

。

「

あ

れ

は

お

星

さ

ま

じ

ゃ

な

い

の

よ

」

と

言

っ

て

、

そ

の

時

母

さ

ん

狐

の

足

は
す

く
ん

で

し

ま

い

ま

し

た

。

「

あ

れ

は

町

の

灯

な

ん

だ

よ

」

そ

の

町

の

灯

を

見

た

時

、

母

さ

ん

狐

は

、

あ

る

時

町

へ

お

友

達

と

出

か

け

て

行

っ

て

、

と

ん

だ

め

に

あ

っ

た

こ

と

を

思

出

し

ま

し

た

。

お

よ

し

な

さ

い

っ

て

い

う

の

も

き

か

な

い

で

、

お

友

達

の

狐

が

、

或

る

家

の

家

鴨

を

盗

も

う

と

し

た

の

で

、

お

百

姓

に

見

つ

か

っ

て

、

さ

ん

ざ

追

い

ま

く

あ

あ

ひ

る

ら

れ

て

、

命

か

ら

が

ら

逃

げ

た

こ

と

で

し

た

。
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「

母

ち

ゃ

ん

何

し

て

ん

の

、

早

く

行

こ

う

よ

」

と

子

供

の

狐

が

お

腹

の

下

か

ら

言

う

の

で

し

た

が

、

母

さ

ん

狐

は

ど

う

し

て

も

足

が

す

す

ま

な

い

の

で

し

た

。

そ

こ

で

、

し

か

た

が

な

い
の

で
、

坊

や

だ

け

を

一

人

で

町

ま

で

行

か

せ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

「

坊

や

お

手

々

を

片

方

お

出

し

」

と

お

母

さ

ん

狐

が

い

い

ま

し

た

。

そ

の

手

を

、

母

さ

ん

狐

は

し

ば

ら

く

握

っ

て

い

る

間

に

、

可

愛

い

い

人

間

の

子

供

の

手

に

し

て

し

ま

い

ま

し

た
。

坊

や

の

狐

は

そ

の

手

を

ひ

ろ

げ

た

り

握

っ

た

り

、

抓

っ

て

見

た

り

、

嗅

い

で

見

た

り

し

ま

し

た

。

つ
ね

「

何

だ

か

変

だ

な

母

ち

ゃ

ん

、

こ

れ

な

あ

に

？

」

と

言

っ

て

、

雪

あ

か

り

に

、

ま

た

そ

の

、

人

間

の

手

に

変

え

ら

れ

て

し

ま

っ

た

自

分

の

手

を

し

げ

し

げ

と

見

つ

め

ま
し

た
。

「

そ

れ

は

人

間

の

手

よ

。

い

い

か

い

坊

や

、

町

へ

行

っ

た

ら

ね

、

た

く

さ

ん

人

間

の

家

が

あ

る

か

ら

ね

、

ま

ず

表

に

円

い

シ

ャ

ッ

ポ

の

看

板

(

注
２
）

の

か

か

っ

て

い

る

家

を

探

す

ん

だ

よ

。

そ

れ

が

見

つ

か

っ

た

ら

ね

、

ト

ン

ト

ン

と

戸

を

叩

い

て

、

今

晩

は

っ

て

言

う

ん

だ

よ

。

そ

う

す

る

と

ね

、

中

か

ら

人

間

が

、

す

こ

う

し

戸

を

あ

け

る

か

ら

ね

、

そ

の

戸

の

隙

間

か

ら

、

こ

っ

ち

の

手

、

ほ

ら

こ

の

人

間

の

手

を

さ

し

入

れ

て

ね

、

こ

の

手

に

す

き

ま

ち

ょ

う

ど

い

い

手

袋

頂

戴

っ

て

言

う

ん

だ

よ

、

わ

か

っ

た

ね

、

決

し

て

、

こ

っ

ち

の

お

手

々

を

出

し

ち

ゃ

駄

目

よ

」

と

母

さ

ん

狐

は

言

い

き

か

ち
よ
う
だ
い

せ

ま

し

た

。

「

ど

う

し

て

？

」

と

坊

や

の

狐

は

き

き

か

え

し

ま

し

た

。

「

人

間

は

ね

、

相

手

が

狐

だ

と

解

る

と

、

手

袋

を

売

っ

て

く

れ

な

い

ん

だ

よ

、

そ

れ

ど

こ

ろ

か

、

掴

ま

え

て

檻

の

中

へ

入

れ

ち

ゃ

う

ん

だ

よ

、

人

お
り

間

っ

て

ほ

ん

と

に

恐

い

も

の

な

ん

だ

よ

」

「

ふ

ー

ん

」

「

、

、

、

」

、

、

決

し

て

こ

っ

ち

の

手

を

出

し

ち

ゃ

い

け

な

い
よ

こ

っ

ち

の

方

ほ

ら

人

間

の

手

の

方

を

さ
し

だ
す

ん

だ

よ

と

言

っ

て

母

さ

ん

の

狐

は

持

っ

て

来

た

二

つ

の

白

銅

貨

を

、

人

間

の

手

の

方

へ

握

ら

せ

て
や

り

ま

し

た

。

子

供

の

狐

は

、

町

の

灯

を

目

あ

て

に

、

雪

あ

か

り

の

野

原

を

よ

ち

よ

ち

や

っ

て

行

き

ま

し

た

。

始

め

の

う

ち

は

一

つ

き

り

だ

っ

た

灯

が

二

つ

に

な

り

三

つ

に

な

り

、

は

て

は

十

に

も

ふ

え

ま

し

た

。

狐

の

子

供

は

そ

れ

を

見

て

、

灯

に

は

、

星

と

同

じ

よ

う

に

、

赤

い

の

や

黄

い

の

や

青

い

の

が

あ

る

ん

だ

な

と

思

い

ま

し

た

。

や

が

て

町

に

は

い

り

ま

し

た

が

通

り

の

家

々

は

も

う

み

ん

な

戸

を

閉

め

て

し

ま

っ

て

、

高

い

窓

か

ら

暖

か

そ

う

な

光

が

、

道

の

雪

の

上

に

落

ち

て

い
る

ば
か

り

で

し

た

。

け

れ

ど

表

の

看

板

の

上

に

は

大

て

い

小

さ

な

電

燈

が

と

も

っ

て

い

ま

し

た

の

で

、

狐

の

子

は

、

そ

れ

を

見

な

が

ら

、

帽

子

屋

を

探

し

て

行

き

ま

で
ん
と
う

し

た

。

自

転

車

の

看

板

や

、

眼

鏡

の

看

板

や

そ

の

他

い

ろ

ん

な

看

板

が

、

あ

る

も

の

は

、

新

し

い

ペ

ン

キ

で

画

か

れ

、

或

る

も

の

は

、

古

い

壁

の

あ

よ

う

に

は

げ

て

い

ま
し

た
が

、

町

に

始

め

て

出

て

来

た

子

狐

に

は

そ

れ

ら

の

も

の

が

い

っ

た

い

何

で

あ

る

か

分

ら

な

い

の
で

し
た

。

と

う

と

う

帽

子

屋

が

み
つ

か
り

ま

し

た

お

母

さ

ん

が

道

々
よ

く

教

え

て

く

れ

た

黒

い

大

き
な

シ
ル

ク

ハ

ッ

ト

の

帽

子

の

看

板

が

青

い

電

燈

。

、

、

で
ん

と
う

に

照
さ

れ
て

か

か

っ

て

い

ま

し

た

。

子

狐

は
教

え
ら

れ

た

通

り

、

ト

ン

ト

ン

と

戸

を

叩

き

ま

し

た

。

た
た

「
今

晩

は

」

す

る

と

、

中

で

は

何

か

こ

と

こ

と

音

が

し

て

い

ま

し

た

が

や

が

て

、

戸

が

一

寸

ほ

ど

ゴ

ロ

リ

と

あ

い

て

、

光

の

帯

が

道

の

白

い

雪

の

上

に

長

く

伸

び

ま

し

た

。

子

狐

は

そ

の

光

が

ま

ば

ゆ

か

っ

た

の

で

、

め

ん

く

ら

っ

て

、

ま

ち

が

っ

た

方

の

手

を

、

―

―

お

母

さ

ま

が

出

し

ち

ゃ

い

け

な

い

と

言

っ

て

よ

く

聞

か

せ

た

方

の

手

を

す

き

ま

か

ら

さ

し

こ

ん

で

し

ま

い

ま

し

た

。

「

こ

の

お

手

々

に

ち

ょ

う

ど

い

い

手

袋

下

さ

い

」

す

る

と

帽

子

屋

さ

ん

は

、

お

や

お

や

と

思

い

ま

し

た

。

狐

の

手

で

す

。

狐

の

手

が

手

袋

を

く

れ

と

言

う

の

で

す

。

こ

れ

は

き

っ

と

木

の

葉

で

買

い

に

来

た

ん

だ

な

と

思

い

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

「

先

に

お

金

を

下

さ

い

」

と

言

い

ま

し

た

。

子

狐

は

す

な

お

に

、

握

っ

て

来

た

白

銅

貨

を

二

つ

帽

子

屋

さ

ん

に

渡

し

ま

し

た

。

帽

子

屋

さ

ん

は

そ

れ

を

人

差

指

の

さ

き

に

の

っ

け

て

、

カ

チ

合

せ

て

見

る

と

、

チ

ン

チ

ン

と

よ

い

音

が

し

ま

し

た

の

で

、

こ

れ

は

木

の

葉

じ

ゃ

な

い

、

ほ

ん

と

の

お

金

だ

と

思

い

ま

し

た

の

で

、

棚

か

ら

子

供

用

の

毛

糸

の

手

袋

を

と

り

出

し

て

来

て

子

狐

の

手

に

持

た

せ

て

や

り

ま

し

た

。

子

狐

は

、

お

礼

を

言

っ

て

ま

た

、

も

と

来

た

道

を

帰

り

始
め

ま
し

た

。

「

お

母

さ

ん

は

、

人

間

は

恐

ろ

し

い

も

の

だ

っ

て

仰

有

っ

た

が

ち

っ

と

も

恐

ろ

し

く

な

い

や

。

だ

っ

て

僕

の

手

を

見

て

も

ど

う

も

し

な

か

っ

た

も

お
つ
し
や

の

」

と

思

い

ま

し

た

。

け

れ

ど
子

狐

は

い

っ

た

い

人

間

な

ん

て

ど

ん

な

も

の

か

見

た

い

と

思

い

ま

し

た

。

あ

る

窓

の

下

を

通

り

か

か

る

と

、

人

間

の

声

が

し

て

い

ま

し

た

。

何

と

い

う

や

さ

し

い

、

何

と

い

う

美

し

い

、

何

と

言

う

お

っ

と

り

し

た

声

な

ん

で

し

ょ

う

。

「

ね

む

れ

ね

む

れ

母

の

胸

に

、

ね

む

れ

ね

む
れ

母

の
手

に

―

―

」

子

狐

は

そ

の

唄

声

は

、

き

っ

と

人

間

の

お

母

さ

ん

の

声

に

ち

が

い

な

い

と

思

い

ま

し

た

。

だ

っ

て

、

子

狐

が

眠

る

時

に

も

、

や

っ

ぱ

り

母

さ

ん

う
た

狐

は

、

あ

ん

な

や

さ

し

い

声

で

ゆ

す

ぶ

っ

て

く

れ

る

か

ら

で

す

。

す

る

と

こ

ん

ど

は

、

子

供

の

声

が

し

ま

し

た

。

「

母

ち

ゃ

ん

、

こ

ん

な

寒

い

夜

は

、

森

の

子

狐

は

寒

い

寒

い

っ

て

啼

い

て
る

で
し

ょ

う

ね

」

な

す

る

と

母

さ

ん

の

声

が

、

「

森

の

子

狐

も

お

母

さ

ん

狐

の

お

唄

を

き

い

て

、

洞

穴

の

中

で

眠

ろ

う

と

し

て

い

る

で

し

ょ

う

ね

。

さ

あ

坊

や

も

早

く

ね

ん

ね

し

な

さ

い

。

森

の

う
た

子

狐

と

坊

や

と

ど

っ

ち

が

早

く

ね

ん

ね

す

る

か

、

き

っ

と

坊
や

の

方

が

早

く

ね

ん

ね

し

ま

す

よ

」

そ

れ

を

き

く

と

子

狐

は

急

に

お

母

さ

ん

が

恋

し

く

な

っ

て
、

お

母

さ

ん

狐

の

待

っ

て

い

る

方

へ

跳

ん

で

行

き

ま

し

た

。

、

、

、

、

、

お

母

さ

ん

狐

は

心

配

し

な

が

ら

坊

や

の

狐

の

帰

っ

て

来

る

の

を

今

か

今

か

と

ふ

る

え

な

が

ら

待

っ

て

い

ま

し

た
の

で

坊

や

が

来

る

と

暖

い

胸

に

抱

き

し

め

て

泣

き

た

い

ほ

ど
よ

ろ
こ

び

ま

し

た

。

二

匹

の

狐

は

森

の

方

へ

帰

っ

て

行

き

ま

し

た

。

月

が

出

た

の

で

、

狐

の

毛

な

み

が

銀

色

に

光

り

、

そ

の

足

あ

と

に

は

、

コ

バ

ル

ト

の

影

が

た

ま

り

ま

し

た

。

「

母

ち

ゃ

ん

、

人

間

っ
て

ち
っ

と

も

恐

か

な

い

や

」

「

ど

う

し

て

？

」

「

坊

、
間

違
え

て

ほ

ん

と

う

の

お

手

々

出

し

ち

ゃ

っ

た

の

。

で

も

帽

子

屋

さ

ん

、

掴

ま

え

や

し

な

か

っ

た

も

の

。

ち

ゃ
ん

と

こ

ん

な

い

い

暖

い
手

袋
く

れ

た

も

の

」

と

言

っ

て

手

袋

の

は

ま

っ

た

両

手

を

パ

ン

パ

ン

や

っ

て

見

せ

ま

し

た

。

お

母

さ

ん

狐

は

、

「

ま

あ

！

」

と

あ

き

れ

ま

し

た

が

「

ほ

ん

と

う

に

人

間

は

い

い

も

の

か

し

ら

。

ほ

ん

と

う

に

人

間

は

い

い
も

の

か

し

ら

」

と

つ

ぶ

や

き

ま

、

し

た

。

（

「

」

、

）

手

袋

を

買

い

に

新

美

南

吉

新

美

南

吉

童

話

集

岩

波

文

庫

岩

波

書

店

青

空

文

庫

作

成

フ

ァ

イ

ル

か

ら

（

注

１

）

ぬ

く

と

い

＝

あ

た

た

か

い

。

（

注

２

）

シ

ャ

ッ

ポ

＝

帽

子

。
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こ

の

文

章

の

内

容

や

表

現

に

つ

い

て

説

明

す

る

場

合

、

ど

の

よ

う

に

説

明

し

た

ら

よ

い

で

す

か

。

次

の

か

ら

の

う

ち

、

最

も

適

切

な

も

一

１

４

の

を

一
つ

選
び

な

さ

い

。

１

途

中

か

ら

一

人

で

手

袋

を

買

い

に

行

く

こ

と

に

な

っ

た

子

供

の

狐

は

、

帽

子

屋

で

間

違

っ

て

狐

の

手

を

差

し

出

し

て

し

ま

い

、

結

局

手

袋

を

買

う

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

こ

の

よ

う

な

内

容

が

、

常

体

を

主

と

し

た

文

末

表

現

で

、

時

間

の

流

れ

に

そ

っ

て

情

景

を

イ

メ

ー

ジ

し

や
す

よ

う

に

描

か

れ

て

い

ま

す

。

２

途

中

か

ら

一

人

で

手

袋

を

買

い

に

行

く

こ

と

に

な

っ

た

子

供

の

狐

は

、

帽

子

屋

で

間

違

っ

て

狐

の

手

を

差

し

出

す

の

で

す

が

、

無

事

に

手

袋

を

買

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

な

内

容

が

、

比

喩

表

現

を

多

く

用

い

な

が

ら

、

敬

体

を

主

と

し

た

文

末

表

現

で

丁

寧

に

描

か

れ

て

い

ま

す

。

３

お

母

さ

ん

狐

は

子

供

の

た

め

に

手

袋

を

買

い

に

行

こ

う

と

し

ま

し

た

が

、

足

が

す

く

ん

で

し

ま

い

、

子

供

を

一

人

で

買

い

に

行

か

せ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

子

供

の

狐

が

無

事

に

手

袋

を

買

っ

て

帰

っ

て

き

た

こ

と

を

大

変

喜

ぶ

の

で

し

た

。

こ

の

よ

う

な

内

容

が

、

作

品

全

体

に

わ

た

っ

て

お

母

さ

ん

狐

の

目

を

通

し

て

見

て

い

る

よ

う

に

描

か
れ

て
い

ま

す

。

４

お

母

さ

ん

狐

は

子

供

の

た

め

に

手

袋

を

買

い

に

行

こ

う

と

し

ま

し

た

が

、

足

が

す

く

ん

で

し

ま

い

、

子

供

を

一

人

で

買

い

に

行

か

せ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

子

供

の

狐

が

手

袋

を

買

え

ず

に

帰

っ

て

き

た

こ

と

を

悲

し

み

泣

く

の

で

し

た

。

こ

の

よ

う

な

内

容

が

、

親

子

の

会

話

を

多

く

入

れ

る

こ

と

で

心

情

が

つ

か

み

や

す

い

よ

う

に

描

か

れ

て

い

ま

す

。

次

の

部

分

を

朗

読

す

る

場

合

の

工

夫

に
つ

い
て

、

あ

と

の

問

い

に

答

え

な

さ

い

（

①

か

ら

⑤

は

、

文

の

番

号

を

表

す

）

二

。

。

①

母

さ

ん
狐

が
び

っ

く

り

し

て

、

あ

わ

て

ふ

た

め

き

な

が

ら

、

眼

を

抑

え

て

い

る

子

供

の

手

を

恐

る

恐

る

と

り

の

け
て

見

ま

し

た

が

、

何

も

刺

さ

っ

て

は

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

②

母

さ

ん

狐

は

洞

穴

の

入
口

か

ら

外

へ

出

て

始

め

て

わ

け

が

解

り

ま

し

た

。

③

昨

夜

の

う

ち

に

、

真

白

な

雪

が

ど

っ

さ

り

降

っ

た

の

で

す

。

④

そ

の

雪

の

上

か

ら

お

陽

さ

ま

が

キ

ラ
キ

ラ
と

照

し

て

い

た

の

で

、

雪

は

眩

し

い

ほ

ど

反

射

し

て

い

た

の

で

す

。

⑤

雪

を

知

ら

な

か

っ

た

子

供

の

狐

は

、

あ

ま

り

強

い

反

射

を

う

け

た

の

で

、

眼

に

何

か

刺

さ

っ

た

と

思
っ

た
の

で

し

た

。

こ

の

部

分

を

、

話

の

展

開

に

沿

っ

て

大

き

く

二

つ

に

分

け

る

と

す

れ

ば

、

ど

こ

で

分

け

ま

す

か

。

次

の

か

ら

の

う

ち

、

最

も

適

切

な

ア

１

４

も

の

を

一

つ

選

び

な

さ

い

。

１

①

と

②

の

間

で

分

け

る

。

２

②

と

③

の

間

で

分

け

る

。

３

③

と

④

の
間

で
分

け

る

。

４

④

と

⑤

の

間

で

分

け

る

。
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ア

で

答

え

た

と

こ

ろ

で

二

つ

に

分

け

て

朗

読

す

る

場

合

、

前

と

後

ろ

と

を

ど

の

よ

う

に

読

み

分

け

ま

す

か

。

次

の

か

ら

の

う

ち

、

最

イ

１

４

も

適

切

な

も

の
を

一
つ

選

び

な

さ

い

。

１

前

は

、

驚

き

と

悲

し

み
が

表
れ

る

よ

う

に

読

み

、

後

ろ

は

、

次

第

に

悲

し

み

が

解

消

さ

れ

て

い

く

よ

う

に

読

む

。

２

前

は

、

驚

き

と

悲

し

み

が

表

れ

る

よ

う

に

読

み

、

後

ろ

は

、

そ

の

悲

し

み

が

急

に
増

大
し

て

い

く

よ

う

に

読

む

。

３

前

は

、

焦

り

と

不

安

が

表

れ

る

よ

う

に

読

み
、

後
ろ

は

、

安

心

感

が

ふ

く

ら

ん

で

い

く

様

子

が

表

れ

る

よ

う

に

読

む

。

４

前

は

、

焦

り

と

不

安

が

表

れ

る

よ

う

に

読

み

、

後

ろ

は

、

予

想

外

の

展

開

に

驚

い

て

い

る

様

子

が

表

れ

る

よ

う

に

読

む

。

中

学

生

の

大

鳥

さ

ん

と

菊

川

さ

ん

は

、

以

前

に

読

ん

だ

「

手

袋

を

買

い

に

」

は

、

最

後

の

の

場

面

が

省

略

さ

れ

て

い

た

こ

と

を

思

い

三

出

し

ま

し

た

。

そ

し

て

、

次

の

よ

う

な

会

話

を

交

わ

し

ま

し

た

。

私

は

こ

の

最

後

の

部

分

は

な

い

ほ

う

が

い

い

と
思

う
な

。

大

鳥

さ

ん

い

や

、

こ
の

作

品

に

は

、

こ

の

最

後

の

部

分

は

あ

っ

た

ほ

う

が

い

い

と

思

う

よ

。

菊

川

さ

ん

あ

な

た

は

、

大

鳥

さ

ん

、

菊

川

さ

ん

の

ど

ち

ら

の

考

え

に

賛

成

し

ま

す

か

。

ど

ち

ら

か

一

人

を

選

び

、

を

解

答

あ

な

た

が

選

ん

だ

人

の

名

前

用

紙

に

書

か

れ

て

い

る

書

き

出

し

の

文

の

に

書

き

な

さ

い

。

そ

の

う

え

で

、

あ

な

た

が

そ

の

よ

う

に

考

え

る

理

由

を

、

次

の

か

条

件

１

ら

に

し

た

が

っ

て

書

き

な

さ

い

。

な

お

、

読

み

返

し

て

文

章

を

直

し

た

い

と

き

は

、

二

本

線

で

消

し

た

り

行

間

に

書

き

加

え

た

り

し

て

条

件

３

も

か

ま

い

ま

せ

ん

。

条

件

１

書

き

出

し

の

文

に

続
け

て
書

く

こ

と

。

条

件

２

本

文

中

の

表

現

や

内

容

に

触

れ

る

こ

と

。

条

件

３

八

十

字

以

上

、

百

二

十

字

以

内

で

書
く

こ
と

（
解

答

用

紙

に

書

か

れ

て

い

る

書

き

出

し

の

文

の

字

数

を

含

む

）

。

。

※

左

の

枠

は

、

下
書

き
に

使

っ

て

も

か

ま

い

ま

せ

ん

。

解

答

は

必

ず

解

答

用

紙

に

書

き

な

さ

い

。

私

は

、

さ

ん

の

考

え

に

賛

成

し

ま

す

。

８ ０

１２０
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次

は

、

あ

る

小

学

校

の

職

員

室

で

の

会

話

で

す

。

三

人

の

先

生

（

谷

村

先

生

・

瀬

川

先

生

・

長

島

先

生

）

が

授

業

で

使

う

プ

リ

ン

ト

を

３
作

っ

て

持

ち

寄
り

、
教

頭

先

生

を

交

え

て

話

し

合

い

を

し

て

い

ま

す

。

【

Ａ

】

の

四

人

の

先

生

の

会

話

と

【

Ｂ

】

に

提

示

し

て

あ

る

三

枚

の

プ

リ

ン
ト

を
読

ん

で

、

後

の

問

に

答

え

な

さ

い

。

、

【

Ａ

】

教

頭

先

生

「

こ

れ

は

、

段

落

の

中

で

特

別

な

意

味

を

持

っ

た

言

葉

を

意

識

さ

せ

る

と

い

う

点

が

良

い

ね

。

確

か

に

、

そ

の

言

葉

と

関

係

①

す

る

内

容

で
考

え
て

い

け

ば

ま

と

め

や

す

い

で

し

ょ

う

。

こ

っ

ち

の

プ

リ

ン

ト

は

、

キ

ー

ワ

ー

ド

と

な

る

言

葉

の

見

つ

け

方

を

具

体

的

に

示

し

て

い

る

ね

。

た

だ

、

問

題

文

と

照

ら

し

②

合

わ

せ

た

と

き

に

ど
の

言
葉

か

迷

う

子

も

出

て

く

る

だ

ろ

う

ね

。

こ

の

プ

リ

ン

ト

は

、

こ

れ

ま

で

の

二

枚

と

は

違

う

視

点

で

考

え

さ

せ

て

い

る

の

だ

ね

。

①

が

わ

か

れ

ば

、

す

ぐ

に

②

の

答

え

③

が

出

る

と

い

う

仕

組

み

だ

ね

」
。

谷

村

先

生

「

は

い

。

文

章

の

内

容

を

理

解

す

る

た

め

の

基

本

と

し

て

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

で

す

。

子

供

た

ち

が

興

味

を

持

っ

て

取

り

組

め

る

よ

う

に

具

体

的

な

も

の

を

挙

げ

て

作

り

ま

し

た

」
。

瀬

川

先

生

「
読

む
の

に

時

間

が

か

か

ら

な

い

よ

う

に

工

夫

し

ま

し

た

。

問

題

も

簡

単

に

し

て

す

ぐ

に

確

認

で

き

る

よ

う
に

し

て

あ

り

ま

す

。

他

の

先

生

の

プ

リ

ン

ト

も

大

変

参

考

に

な

り

ま

す

ね

」
。

長

島

先

生

「

で

も

、

考

え

方

の
ポ

イ

ン

ト

が

一

つ

だ

け

な

の

で

、

ま

だ

ま

だ

工

夫

す

る

必

要

が

あ

り

そ

う

で

す

ね

。

教

頭

先

生

が

お

持

ち

に

な

っ

て

い

る

プ

リ

ン

ト

は

何

で

す

か

」
。

教

頭

先

生

「

う

ん

、

実

は

私

も

考

え

て

み

た

ん

だ

が

ね

。

文

章

の

内

容

を

と

ら

え

る

勉

強

で

使

う

プ

リ

ン

ト

と

し

て

、

別

の

考

え

方

で

作

っ

て
み

た

の

だ

が

、

こ

う

い

う

も

の

は

ど

う

か

と

思

っ

て

ね

。

私

が

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

と

君

た

ち

の

プ

リ

ン

ト

を

比

べ

て

み

て

く

れ
な

い
か

」
。

【

Ａ

】

の

中

で

、

教

頭

先

生

が

評

価

し

て

い

る

こ

れ

こ

っ

ち

の

プ

リ

ン

ト

こ

の

プ

リ

ン

ト

は

、

そ

れ

ぞ

れ

ど

の

プ

リ

ン

ト

に

一

①

②

③

あ

た

り

ま

す

か

。

次

の

１

か

ら

４

の

う

ち

、

プ

リ

ン

ト

を

作

っ

た

先

生

の

組

み

合

わ

せ

と
し

て
最

も

適

切

な

も

の

を

一

つ

選

び

な

さ

い

。

①

谷
村

先

生

②

瀬

川

先

生

③

長

島

先

生

１

①

谷

村

先

生

②

長

島

先

生

③

瀬

川

先

生

２

①

長

島

先

生

②

瀬

川

先

生

③

谷

村

先

生

３

①

長

島

先

生

②

谷

村

先

生

③

瀬

川

先

生

４

三

人

の

先

生

が

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

に

は

、

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

プ

リ

ン

ト

は

何

が

で

き

る

こ

と

を

ね

ら

二

共

通

し

た

「

学

習

の

ね

ら

い

」

っ

た

プ

リ

ン

ト

で

し

ょ

う

か

「

文

章

の

内

容

が

理

解

で

き

る

こ

と

」

以

外

で
一

つ

書

き

な

さ

い

。

。

【

Ａ

】

の

中

に

「

私

が

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

と

君

た

ち

の

プ

リ

ン

ト

を

比

べ

て

み

て

く

れ

な

い

か

」

と

あ

り

ま

す

が

、

四

人

の

会

話

を

ふ

三

、

。

ま

え

、

三

人

の

先

生

が

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

と

教

頭

先

生

の
プ

リ

ン

ト

を

比

較

し

て

、

そ

の

を

説

明

し

な

さ

い

。

違

い
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〈

谷

村

先

生

の
作

っ

た

プ

リ

ン

ト

〉

〈

瀬

川

先

生

の

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

〉

〈

長

島

先

生

の

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

〉

〈

教

頭

先

生

の

作

っ

た

プ

リ

ン

ト

〉
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第
三
学
年

５

論
理
の
展
開

事
後
テ
ス
ト

解
答
用
紙

組

番

氏

名

解

評

表

一二

☆

１

三

☆

☆

一

☆

二

ア

イ

☆

私

は

、

さ

ん

の

考

え

に

賛

成

し

ま

す

。

２

三

☆

☆

☆

一

☆

二

☆

☆

３

三

☆

☆

☆

８０

１２０
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第
三
学
年

５

論
理
の
展
開

事
後
テ
ス
ト

解
答

組

番

氏

名

解

評

表

一

２

二

ア

☆

【
解
答
例
】

・

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
高
齢
化
が
進
み
、
お
年
寄
り
だ
け
で
生
活
す
る
よ
う
な
家
庭
も

１

多
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
ア
の
間
取
り
の
よ
う
に
、
平
屋
で
部
屋
の

行
き
来
が
楽
な
住
ま
い
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ア
の
家
は
広
い
空
間
も

三

あ
る
の
で
、
家
族
が
遊
び
に
来
た
と
き
も
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
と
思
う
。

☆

☆

・

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
少
子
化
が
進
み
、
家
族
の
人
数
も
多
く
な
い
家
庭
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
必
要
最
小
限
の
空
間
が
使
い
や
す
く
配
置
さ
れ
て
い
る

ウ
の
よ
う
な
間
取
り
の
家
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

一

２

☆

二

ア

１

イ

３

☆

私

は

、

さ

ん

の

考

え

に

賛

成

し

ま

す

。

２

三

☆

☆

☆

８

０

一

４

☆

二

段
落
の
内
容
を
ま
と
め
る
こ
と

☆

☆

【
解
答
例
】

三
人
の
先
生
の
作
っ
た
プ
リ
ン
ト
は
、
大
事
な
言
葉
や
中
心
文
を
使
っ
て
段
落
の
内
容
を

３

ま
と
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
プ
リ
ン
ト
だ
が
、
教
頭
先
生
の
作
っ
た
プ
リ
ン
ト
は
、
つ

な
ぎ
言
葉
を
使
っ
て
、
段
落
の
つ
な
が
り
や
ま
と
ま
り
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
も
の

☆

☆

☆

三

で
あ
る
。

【
解
答
例
】

私
は
、
大
鳥
さ
ん
の
考
え
に
賛
成
し
ま
す
。
最
後
の
場
面
を
入
れ
な
い
方
が

お
母
さ
ん
狐
が
恋
し
く
な
っ
た
子
供
の
狐
の
気
持
ち
と
、
子
供
の
狐
を
心
配
し

戻
っ
て
き
た
こ
と
に
泣
き
た
い
ほ
ど
喜
ん
だ
お
母
さ
ん
狐
の
気
持
ち
が
き
わ
だ

っ
て
、
余
韻
が
強
く
残
る
か
ら
で
す
。

【
解
答
例
】

私
は
、
菊
川
さ
ん
の
考
え
に
賛
成
し
ま
す
。
最
後
の
帽
子
屋
さ
ん
に
つ
い
て

の
狐
の
親
子
の
会
話
の
部
分
か
ら
、
狐
の
手
と
知
り
な
が
ら
手
袋
を
売
っ
て
く

れ
た
帽
子
屋
さ
ん
の
温
か
い
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
、
人
物
像
を
想
像
し
た
り
で

き
る
か
ら
で
す
。


